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５
月
５
日
の
端
午
の
節
句
は
ち
ょ
う
ど
春
か
ら
夏
へ
の
季
節
の
変

わ
り
目
に
あ
た
り
体
調
を
崩
し
や
す
く
、
無
病
息
災
を
願
っ
て
菖
蒲

湯
に
入
る
習
慣
は
今
も
な
お
全
国
各
地
で
続
い
て
い
ま
す
。

　

水
の
豊
か
な
西
条
市
で
、
30
年
ほ
ど
前
に
本
菖
蒲
の
自
生
種
を
採

取
し
て
菖
蒲
湯
用
の
出
荷
が
始
ま
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
護
岸
工
事

や
池
周
辺
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
が
進
み
自
生
種
は
減
少
。
今
は
３
戸

の
農
家
が
自
生
種
に
加
え
、
10
ａ
の
畑
で
栽
培
を
し
て
い
ま
す
。
本

菖
蒲
は
、
花
菖
蒲
と
は
全
く
別
物
の
サ
ト
イ
モ
科
で
、
春
に
な
れ
ば

自
然
と
葉
が
出
て
育
ち
ま
す
。
加
え
て
、
事
前
注
文
で
出
荷
数
量
が

把
握
で
き
、
計
画
的
に
作
業
が
で
き
る
利
点
が
あ
り
ま
す
が
、
出
荷

時
期
が
４
月
末
か
ら
５
月
初
旬
に
限
定
さ
れ
る
た
め
、
毎
年
近
所
の

主
婦
ら
約
20
人
を
動
員
し
繁
忙
期
を
乗
り
切
っ
て
い
ま
す
。

　

保
温
効
果
や
鎮
痛
作
用
の
あ
る
菖
蒲
湯
で
す
が
、
特
に
西
条
の
自

噴
水
“
う
ち
ぬ
き
”
育
ち
の
本
菖
蒲
は
緑
が
濃
く
、
独
特
の
よ
い
芳

香
を
放
ち
ま
す
。
Ｊ
Ａ
西
条
で
は
新
春
の
“
七
草
”
同
様
、
日
本
古

来
の
伝
統
的
行
事
・
菖
蒲
湯
も
次
代
へ
つ
な
い
で
い
き
た
い
と
、
今

年
も
約
５
、０
０
０
パ
ッ
ク
を
関
西
圏
を
中
心
に
、
一
部
は
県
内
に

出
荷
し
ま
す
。

　

ま
た
、
節
句
の
日
は
「
天
然
温
泉
武
丈
の
湯
」（
西
条
市
大
町
）

も
菖
蒲
湯
と
な
り
ま
す
。

Vol.148

菖し
ょ
う

蒲ぶ

の
収
穫
・

出
荷

（
Ｊ
Ａ
西
条
）

JA周桑

今治市伯方町
北浦地区

今治市波方町今治市波方町今治市波方町

JAにしうわ
川上共選

今治市波方町

ＪＡ西条

▼

施
肥
、
無
農
薬
の
菖
蒲
畑
で
一
斉
に
収
穫
が
行
わ
れ
る

▼

長
さ
な
ど
、
質
を
統
一
し
て
出
荷



今月の表紙

　４月からはピッカピカの1年生。お父
さんは持ち物に全部名前を書いて、お母
さんはお兄ちゃんの制服の寸法あわせが
忙しそう。鏡の前で緊張感たっぷりのお
兄ちゃんをうらやましそうに見てる妹、
お団子を運んできたおばあちゃんも「よ
く似合ってるねえ」と目を細め、今日は
お兄ちゃんが主人公。
　新しい春、はじまります。
●表紙：入学準備
　　　　はら　ふみ（イラストレーター）

農の風景Vol.148

菖蒲の収穫・出荷
（ＪＡ西条）

●2　 　〈特集〉

	 ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」
	 ～変革・創造・実践～
	 元気な産地づくりと地域のくらしへの貢献
	 などに全農グループをあげて取り組みます
●11　　 THE・ねっとわーく

●15　　 統計BOX

●16　　 ふるさと  ESSAY  VOL.216

笑顔は幸せの魔法なのです！
藤崎　朱美さん

●18　　 TOPIC NEWS

●21　　 なんでもBOX

●22　　 JAふるさと自慢Vol.148「直売所めぐり」

 おたのしみ市城南店～Aコープ城南店～
 おたのしみ市とべ店～Aコープとべ店～
 ふるさと市～Aコープおだ店～

●24　　 READERS通信
NOW  NOW  COOKING 〈今月の素材〉麦味噌

April 2013

※『あぐり〜ど』は、「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（Lead）
する」という意味と「心を一つにする（Agreed）」という意味を
込めています。

JA全農えひめ情報

私たちは「安心」を3つの視点で考えます。

○	営農と生活を支援し、元気な産地
づくりに取り組みます。

○	安全で新鮮な国産農畜産物を消費者
にお届けします。

○	地球の環境保全に積極的に取り組み
ます。

全農グループの経営理念

私たち全農グループは、
生産者と消費者を安心で結ぶ

懸け橋になります。

ホームページ
http://www.eh.zennoh.or.jp

JA全農えひめ

■JA全農えひめ「えひめの食」企画
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ehimenosyoku/
　　　※「えひめの食」では、旬の農産物情報を発信しています。

◆㈱えひめ飲料　
　　　http://www.ehime-inryo.co.jp

◆JAえひめアイパックス㈱
　　　http://www.iyokkora.jp/

◆JAえひめ物流㈱
　　　http://www.jat-ehime.co.jp/

◆JAえひめフレッシュフーズ㈱　
　　　http://www.eh.zennoh.or.jp/ja-fresh/

◆㈱ひめライス　
　　　http://www.himerice.jp/

◆JAえひめエネルギー㈱　
　　　http://www.ja-ehimeene.co.jp　



　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
３
か
年
事
業
計
画
」（
25
～
27
年
度
）
で
、
①
元
気
な
産
地
づ
く
り
と

地
域
の
く
ら
し
へ
の
貢
献
、
②
国
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
、
③
海
外
事
業
の
積
極
展
開

−

を
３
大
重
点
事
業
施
策
と
し
て

位
置
づ
け
取
り
組
み
ま
す
。
愛
媛
県
本
部
で
は
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を
通
じ
て
、
担
い
手
の
所
得
確
保
と
経
営

安
定
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

と
位
置
付
け
ま
す
。
そ
の
実
現
に
向
け
て

は
、
県
連
・
県
Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
と
十
分
な
連

携
・
一
体
感
を
も
っ
て
、
全
農
グ
ル
ー
プ

を
挙
げ
て
取
り
組
み
ま
す
。

ア
．
元
気
な
産
地
づ
く
り
と

　
　
地
域
の
く
ら
し
へ
の
貢
献

　
弱
体
化
す
る
生
産
基
盤
を
維
持
・
拡
充

す
る
た
め
、
県
ご
と
に
実
需
者
ニ
ー
ズ
を

踏
ま
え
た
地
域
生
産
振
興
策
、
生
産
支
援

対
策
を
さ
だ
め
ま
す
。
具
体
的
に
は
、
モ

デ
ル
圃
場
を
活
用
し
た
生
産
提
案
、
新
規

就
農
支
援
、
労
働
力
不
足
の
問
題
に
応
じ

た
Ｊ
Ａ
の
農
作
業
受
託
事
業
へ
の
支
援
な

ど
、
踏
み
込
ん
だ
生
産
支
援
に
取
り
組
み

ま
す
。

　
ま
た
、
農
業
経
営
の
大
規
模
化
や
農
業

従
事
者
の
高
齢
化
な
ど
、
生
産
現
場
の
変

化
と
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
低
コ
ス
ト
生
産

技
術
の
開
発
・
普
及
、
広
域
化
な
ど
事
業

方
式
等
の
合
理
化
に
よ
る
コ
ス
ト
低
減
、

軽
労
化
に
資
す
る
資
材
開
発
な
ど
を
進
め

⑴�

　
情
勢
・
事
業
環
境
を
ふ
ま
え
た
最
重

点
施
策

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
取
り
巻
く
事
業
環
境
・

情
勢
を
ふ
ま
え
、
次
の
ア
～
ウ
を
３
か
年

（
25
～
27
年
度
）
の
３
大
重
点
事
業
施
策

Ｊ
Ａ
全
農
　
３
か
年
計
画

基
本
方
向

特

集

◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」

元
気
な
産
地
づ
く
り
と
地
域
の
く
ら
し
へ
の
貢
献

な
ど
に
全
農
グ
ル
ー
プ
を
あ
げ
て
取
り
組
み
ま
す

～ 

変
革
・
創
造
・
実
践 

～
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イ
．
国
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化

　
国
産
農
畜
産
物
の
消
費
が
減
退
し
、
流

通
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
中
で
、
取
扱
品

目
別
に
市
場
や
取
引
先
を
明
確
化
し
、
必

要
な
施
設
等
を
整
備
し
て
大
消
費
地
圏
は

じ
め
地
域
実
態
に
応
じ
た
販
売
戦
略
を
策

定
・
実
践
し
、
全
農
グ
ル
ー
プ
の
取
扱
高

拡
大
に
取
り
組
み
ま
す
。

　
国
産
農
畜
産
物
の
生
産
、
集
荷
、
加
工
、

物
流
な
ど
各
過
程
に
お
い
て
、
他
業
者
と

の
連
携
な
ど
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
機
能

を
高
め
な
が
ら
相
乗
的
に
付
加
価
値
を
生

み
出
す
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
主
導
の
バ
リ
ュ
ー

チ
ェ
ー
ン
を
構
築
し
、
生
産
者
の
所
得
向

上
を
図
り
ま
す
。

　
ま
た
、
消
費
者
に
よ
り
近
い
領
域
で
の

事
業
と
し
て
、
炊
飯
事
業
の
強
化
、
園
芸

の
カ
ッ
ト
・
加
工
へ
の
進
出
、
焼
肉
店
な

ど
外
食
店
舗
の
チ
ェ
ー
ン
化
、
全
農
ブ
ラ

ン
ド
商
品
の
開
発
な
ど
を
加
速
し
ま
す
。

ウ
．
海
外
事
業
の
積
極
展
開

　
肥
飼
料
原
料
の
価
格
が
高
騰
、
高
止
ま

り
す
る
中
で
、
Ｊ
Ａ
全
農
は
連
合
会
の

最
重
要
機
能
の
ひ
と
つ
で
あ
る
海
外
事
業

を
積
極
的
に
展
開
し
、
原
料
の
調
達
強
化

と
農
畜
産
物
の
輸
出
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

　
購
買
事
業
に
お
い
て
は
、
肥
飼
料
原
料

の
需
給
緩
和
が
当
分
見
込
め
な
い
な
か
、

Ｓ
の
設
置
、
太
陽
光
発
電
支
援
事
業
に
よ

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
取
り
組
み
な

ど
、
組
合
員
、
地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
対
応
し
た
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
を
進
め

ま
す
。

ま
す
。

　
Ｊ
Ａ
の
地
域
に
お
け
る
役
割
が
大
き
く

な
る
中
、
地
域
の
く
ら
し
に
貢
献
す
る
た

め
、
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
等
で
の
買
い
物
支
援

や
、
地
域
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
セ
ル
フ
Ｓ

平成25～ 27年度３か年事業計画
とりまく事業環境の変化

全農グループを挙げて取り組む
３大重点事業施策

平成25～ 27年度 ３か年事業計画

農
業
を
と
り
ま
く
環
境
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
で
深
刻
化

生産基盤の弱体化
•耕地と就農人口の減少
•生産者の高齢化、労働力
不足の顕在化
•耕作放棄地の拡大

農業の交易条件悪化
•肥飼料原料価格の高騰、
高止まり
•輸入農畜産物の増加と国
産農畜産物の価格低迷
•消費税率の引き上げによ
る一層の消費低迷懸念
•引き続く原発事故の風評
被害

消費・流通の変化
•食の外部化、加工食品の
需要増
•消費の簡便化、小口化
•食品企業などによる産地
の囲い込み

地域社会の活力低下
•高齢化、人口減少による
集落機能の低下
•ライフラインの不安

１．元気な産地づくりと地域のくらしへの貢献

○生産基盤の維持・拡充に向けた地域生産振興の策定・実
践とＪＡの営農活動への支援

○省力・低コスト技術の開発・普及による生産、収穫、保
管トータルでのコスト低減

○組合員、地域住民のニーズに対応した地域のくらしへの
貢献

３大重点事業施策を実現するための
経営基盤拡充

４．将来のリスクや戦略的投資に備えた経営基盤拡充

○自然災害や海外原料相場の高騰など損失リスクに耐えう
る経営基盤構築

○事業競争力強化に向けた投資財源確保

２．国産農畜産物の販売力強化

○取扱品目別に市場や取引先を明確化し、必要な施設等を
整備して大消費地圏はじめ地域実態に応じた販売戦略を
策定・実践

○ＪＡグループ主導のバリューチェーン構築に向け、商品
開発、加工、中食・外食分野へ積極的に進出

３．海外事業の積極展開

○新規調達先の確保など肥飼料原料の購買力の維持・強化
○東南アジアなど新興国市場への国産農畜産物の輸出拡大
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炊
飯
事
業
強
化
な
ど
、
消
費
者
に
接
近
し

た
販
売
を
拡
大
し
ま
す
。

　

麦
類
・
農
産
事
業
で
は
、
国
産
麦
類
・

大
豆
・
で
ん
粉
等
を
一
元
的
に
取
り
扱
う

体
制
を
構
築
し
て
食
品
メ
ー
カ
ー
等
へ
の

対
応
力
を
向
上
し
、
原
料
販
売
と
製
品
・

副
産
物
購
買
と
の
連
携
を
図
る
こ
と
で
、

全
農
グ
ル
ー
プ
の
総
合
力
を
発
揮
し
た
販

売
力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

園
芸
事
業

　

重
点
卸
売
市
場
と
の
契
約
取
引
の
拡
大

や
、
新
た
な
集
荷
・
販
売
拠
点
の
設
置
に

よ
る
生
協
・
量
販
店
等
へ
の
営
業
強
化
な

ど
、
実
需
者
に
接
近
し
た
販
売
を
強
化
し

ま
す
。

　

ま
た
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
を
踏
ま
え
た
産

地
へ
の
生
産
提
案
活
動
を
強
化
す
る
と
と

も
に
、
営
農
・
生
産
資
材
部
門
等
と
の
連

携
に
よ
る
生
産
支
援
に
取
り
組
む
こ
と
に

よ
り
、
生
産
者
手
取
り
の
安
定
化
を
め
ざ

し
ま
す
。

　

と
り
わ
け
、
輸
入
品
の
使
用
が
増
加
し

て
い
る
加
工
・
業
務
用
需
要
に
対
し
て
は
、

周
年
供
給
の
実
現
に
向
け
、
専
用
産
地
づ

く
り
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
一
次
・
二

次
加
工
機
能
の
強
化
を
図
る
な
ど
、
契
約

取
引
を
拡
大
し
ま
す
。

営
農
販
売
企
画

　

生
産
・
販
売
の
一
体
的
な
取
り
組
み
を

推
進
し
、
大
規
模
営
農
に
お
け
る
経
営

モ
デ
ル
の
実
証
や
、
加
工
・
業
務
用
野
菜

心
し
て
購
入
で
き
る
こ
と
を
め
ざ
し
た
情

報
宣
伝
活
動
な
ど
に
率
先
し
て
取
り
組
み

ま
す
。

⑶�　

国
内
農
業
を
維
持
・
強
化
し
、
国
民

理
解
を
醸
成
す
る
広
報
の
積
極
展
開

　
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
国
民
の
食
料
確
保
の
み

な
ら
ず
、
環
境
保
全
、
地
域
社
会
の
基
礎

産
業
と
し
て
の
役
割
な
ど
多
面
的
な
機
能

を
有
す
る
わ
が
国
農
業
を
維
持
・
強
化
す

る
た
め
、⑴
⑵
の
施
策
を
展
開
す
る
中
で
、

Ｊ
Ａ
全
中
と
も
連
携
し
、
こ
う
し
た
農
業

の
役
割
を
国
内
世
論
と
し
て
形
成
す
る
広

報
活
動
を
積
極
的
に
進
め
ま
す
。

米
穀
農
産
事
業

　

玄
米
・
精
米
の
販
売
力
を
強
化
し
、
組

織
力
を
結
集
し
た
米
の
集
荷
拡
大
と
生
産

者
手
取
り
の
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。
集

荷
面
で
は
、
大
規
模
生
産
者
の
ニ
ー
ズ
に

応
え
る
フ
レ
コ
ン
・
庭
先
集
荷
の
拡
大
、

実
需
者
を
明
示
し
た
生
産
提
案
、
Ｔ
Ａ
Ｃ

部
門
や
営
農
・
生
産
資
材
部
門
と
の
連
携

に
よ
る
集
荷
推
進
強
化
を
進
め
、
取
り
扱

い
を
拡
大
し
ま
す
。
販
売
面
で
は
、
大
手

実
需
者
と
Ｊ
Ａ
を
結
ぶ
播
種
前
契
約
等
の

安
定
的
取
引
を
拡
充
す
る
と
と
も
に
、
品

質
管
理
、
コ
ス
ト
削
減
の
徹
底
に
よ
る
パ

ー
ル
ラ
イ
ス
精
米
販
売
の
競
争
力
強
化
、

購
買
力
の
維
持
・
強
化
を
図
る
た
め
、
輸

入
元
の
多
元
化
な
ど
調
達
基
盤
の
強
化
、

海
外
サ
プ
ラ
イ
ヤ
ー
等
と
の
提
携
、
海
上

輸
送
の
合
理
化
、
海
外
原
体
メ
ー
カ
ー
等

と
の
新
農
薬
の
共
同
開
発
な
ど
に
取
り
組

み
ま
す
。

　

販
売
事
業
に
お
い
て
は
、
東
南
ア
ジ
ア

な
ど
新
興
国
市
場
へ
の
輸
出
を
拡
大
す
る

た
め
、
統
一
的
な
交
渉
窓
口
を
つ
く
り
、

輸
出
先
ご
と
に
生
産
、
流
通
、
消
費
の
実

態
を
ふ
ま
え
た
長
期
的
な
販
売
戦
略
を
策

定
・
実
践
し
ま
す
。

エ�

．
将
来
の
リ
ス
ク
や
戦
略
的
投
資
に
備

え
た
経
営
基
盤
拡
充

　

以
上
の
重
点
事
業
施
策
を
実
践
す
る
た

め
、
自
然
災
害
や
海
外
原
料
相
場
の
高

騰
な
ど
の
損
失
リ
ス
ク
に
耐
え
う
る
経
営

基
盤
の
構
築
を
図
る
と
と
も
に
、
施
策
の

実
践
に
必
要
な
投
資
財
源
を
確
保
す
る
た

め
、
財
務
体
質
の
改
善
や
経
営
基
盤
の
拡

充
を
進
め
ま
す
。

⑵�　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
支
援
の

継
続

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
興
に
向
け

て
、
Ｊ
Ａ
と
の
連
携
の
も
と
、
被
災
地
の

ニ
ー
ズ
に
即
し
た
営
農
・
く
ら
し
へ
の
支

援
に
引
き
続
き
取
り
組
み
ま
す
。

　

原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
の
払
拭
に

向
け
て
、
消
費
者
が
国
産
農
畜
産
物
を
安

事
業
別
実
施
具
体
策
・
行
動
計
画

特

集
◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」
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携
を
進
め
ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ

商
品
の
掘
り
起
こ
し
な
ど
を
通
じ
て
、
全

農
ブ
ラ
ン
ド
商
品
の
開
発
と
取
り
扱
い
を

強
化
し
ま
す
。

事
業
運
営
・
経
営
管
理

　

会
員
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
と
の
意
思
疎
通
を

充
実
す
る
と
と
も
に
、
管
理
部
門
の
効
率

化
を
さ
ら
に
進
め
ま
す
。
事
業
活
動
の
基

礎
で
あ
る
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
に
つ
い
て

は
、
子
会
社
管
理
を
含
め
、
そ
の
態
勢
の

一
層
の
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。
ま
た
、

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
と
し
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
断
固
反

対
を
主
張
す
る
広
報
を
展
開
す
る
と
と
も

に
、
震
災
復
興
支
援
、
国
産
農
畜
産
物
消

費
拡
大
に
向
け
た
広
告
・
宣
伝
や
情
報
提

供
活
動
を
強
化
し
ま
す
。

取
扱
高

　

青
果
物
価
格
の
低
迷
や
長
引
く
不
況

の
影
響
に
よ
る
消
費
の
減
退
等
が
見
込

ま
れ
る
も
の
の
、
販
売
力
強
化
を
は
じ

め
と
し
た
重
点
事
業
施
策
の
取
り
組
み

や
、
米
価
お
よ
び
飼
料
な
ど
海
外
原
料

価
格
の
上
昇
等
を
織
り
込
み
、
取
扱
高

は
25
年
度
４
兆
８
、２
０
０
億
円
、
26

年
度
４
兆
８
、９
０
０
億
円
、
27
年
度

４
兆
９
、１
０
０
億
円
を
見
込
み
ま
す
。

収
支
計
画

　

当
期
剰
余
金
は
、
重
点
事
業
施
策
の
取

　

事
業
推
進
面
で
は
、
Ｊ
Ａ
の
Ｔ
Ａ
Ｃ
部

門
と
の
連
携
を
強
化
す
る
と
と
も
に
ブ
ロ

ッ
ク
域
で
の
広
域
物
流
の
実
践
や
Ｊ
Ａ
生

産
資
材
店
舗
の
活
性
化
、
Ｗ
ｅ
ｂ
を
活
用

し
た
購
買
な
ど
を
進
め
、
Ｊ
Ａ
の
生
産
者

対
応
と
事
業
運
営
を
支
援
し
ま
す
。

畜
産
事
業

　

国
産
畜
産
物
の
販
売
力
を
強
化
す
る
た

め
、
加
工
・
外
食
分
野
な
ど
消
費
者
に
近

い
領
域
で
の
事
業
展
開
を
加
速
す
る
と
と

も
に
、
海
外
に
販
売
拠
点
を
設
置
し
、
現

地
ニ
ー
ズ
の
把
握
や
新
た
な
商
品
提
案
を

お
こ
な
い
輸
出
を
拡
大
し
ま
す
。
生
産
者

に
対
し
て
は
、
米
国
で
の
集
荷
拡
充
、
産

地
多
元
化
、
配
船
の
見
直
し
な
ど
飼
料
原

料
購
買
機
能
の
強
化
に
よ
る
安
定
供
給
お

よ
び
畜
産
に
係
る
革
新
的
な
技
術
の
開

発
・
普
及
に
よ
る
生
産
性
向
上
と
生
産
基

盤
維
持
・
拡
充
に
向
け
た
取
り
組
み
を
強

化
し
ま
す
。

生
活
関
連
事
業

　

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り
に
貢

献
す
る
た
め
、
Ａ
コ
ー
プ
店
舗
や
Ｓ
Ｓ
の

戦
略
的
配
置
を
図
り
つ
つ
、
高
齢
化
や
利

便
性
に
対
応
し
た
「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配

便
」
等
の
ネ
ッ
ト
宅
配
事
業
の
強
化
や
Ａ

コ
ー
プ
店
舗
を
核
と
し
た
買
い
物
支
援
、

老
朽
化
Ｓ
Ｓ
の
再
編
提
案
を
進
め
ま
す
。

　

国
産
品
を
原
料
と
す
る
農
畜
産
加
工
品

や
惣
菜
・
弁
当
商
品
の
開
発
と
取
扱
拡
大

の
た
め
、
販
売
部
門
、
加
工
業
者
と
の
提

の
周
年
供
給
体
系
技
術
の
確
立
を
進
め
ま

す
。
ま
た
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
レ
ベ
ル
向
上

に
取
り
組
み
、
担
い
手
ニ
ー
ズ
の
収
集
や

Ｊ
Ａ
内
部
の
部
門
間
連
携
の
強
化
に
よ
る

生
産
支
援
と
Ｊ
Ａ
事
業
の
拡
大
を
進
め
ま

す
。

　

国
産
農
畜
産
物
の
販
売
力
強
化
の
取
り

組
み
で
は
、
実
需
者
ニ
ー
ズ
に
も
と
づ
く

産
地
へ
の
生
産
提
案
や
Ｊ
Ａ
全
農
が
自
ら

お
こ
な
う
リ
テ
ー
ル
事
業
の
拡

大
を
図
る
と
と
も
に
、
輸
出
拡

大
に
向
け
た
統
一
的
な
交
渉
窓

口
を
つ
く
る
な
ど
国
内
の
体
制

整
備
を
進
め
ま
す
。

生
産
資
材
事
業

　

農
業
の
生
産
基
盤
が
弱
体
化

す
る
中
で
、
一
方
で
は
農
業
経

営
の
大
規
模
化
が
進
み
、
生
産

現
場
の
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
し
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ａ
全
農
は
、
こ
う

し
た
現
場
ニ
ー
ズ
に
基
づ
き
、

担
い
手
向
け
の
品
目
提
案
メ
ニ

ュ
ー
の
充
実
を
図
る
と
と
も

に
、
省
力
技
術
・
商
品
の
開
発
、

実
証
、
普
及
を
す
す
め
、
ト
ー

タ
ル
で
の
生
産
費
低
減
に
取
り

組
み
ま
す
。
ま
た
、
海
外
山
元

と
の
関
係
強
化
や
輸
入
元
の
多

元
化
、
農
薬
等
の
共
同
開
発
の

拡
充
に
取
り
組
み
、
購
買
力
の

維
持
・
強
化
を
図
り
ま
す
。

経
営
計
画

表１　ＪＡ全農　３か年（25～27年度）取扱計画
（単位：億円）

年　度

事　業
25年度 26年度 27年度

米 穀 農 産 事 業 8,492 8,866 9,173

園 芸 事 業 10,802 10,979 11,126

畜 産 事 業 10,726 10,688 10,920

営農・生産資材事業 8,360 8,489 8,375

生 活 関 連 事 業 9,896 9,915 9,578

合 計 48,277 48,937 49,171
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外
部
出
資
や
災
害
へ
の
備
え
と
し
て
情
報

シ
ス
テ
ム
に
お
け
る
二
重
化
対
策
等
を
実

施
し
ま
す
。

要　
　

員

　

事
業
環
境
に
対
応
し
た
要
員
体
制
と
す

る
観
点
か
ら
、
24
年
度
末
の
計
画
要
員
数

か
ら
２
５
０
名
程
度
削
減
し
、
27
年
度
末

で
８
、１
５
０
名
程
度
と
し
ま
す
。

投　
　

資

　

事
業
の
伸
長
、
利
益
体
質
の
強
化
に
資

す
る
戦
略
的
投
資
お
よ
び
防
災
対
策
へ

の
投
資
等
を
実
施
す
る
た
め
、
３
か
年
で

６
０
０
億
円
程
度
を
計
画
し
ま
す
。

　

コ
ス
ト
削
減
に
む
け
た
広
域
物
流
施
設

（
米
、
生
産
資
材
な
ど
）
や
消
費
者
へ
の

接
近
を
可
能
と
す
る
販
売
加
工
施
設
、
地

域
で
の
く
ら
し
を
支
援
す
る
生
活
関
連
事

業
施
設
な
ど
の
取
得
を
す
す
め
ま
す
。
ま

た
、
６
次
産
業
化
事
業
体
設
立
の
た
め
の

り
組
み
に
よ
り
段
階
的
に
取
扱
高
の
増
加

を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、
26
年
度
以
降
に

事
業
継
続
計
画
に
か
か
る
シ
ス
テ
ム
の
二

重
化
費
用
が
発
生
す
る
こ
と
等
か
ら
、
25

年
度
63
億
円
、
26
年
度
52
億
円
、
27
年
度

55
億
円
の
計
画
と
し
ま
す
。

　

な
お
、
事
業
利
益
は
３
か
年
と
も
黒
字

を
維
持
し
、27
年
度
で
８
億
円
と
し
ま
す
。

剰
余
金
処
分

　

出
資
配
当
は
収
支
計
画
を
ふ
ま
え
、
各

年
度
と
も
２
％
配
当
を
計
画
し
ま
す
。

な
事
業
運
営
に
よ
り
事
業
・
組
織
の
結
集

を
図
り
、
元
気
な
産
地
づ
く
り
を
実
践
し

ま
す
。

　

生
産
面
で
は
、
地
域
特
性
を
活
か
し
た

ブ
ラ
ン
ド
化
や
売
れ
る
農
畜
産
物
づ
く
り

に
よ
る
産
地
育
成
に
取
り
組
み
、
生
産
者

手
取
り
の
安
定
と
担
い
手
確
保
を
図
り
ま

す
。

　

流
通
・
販
売
面
で
は
、
多
元
的
販
売
に

よ
る
販
売
体
制
の
強
化
に
取
り
組
み
、
愛

媛
チ
ー
ム
と
し
て
の
生
産
・
販
売
力
の
強

化
を
図
り
ま
す
。

　

購
買
面
で
は
、
新
素
材
・
新
技
術
の
開

発
普
及
に
よ
る
生
産
資
材
コ
ス
ト
の
低
減

は
も
と
よ
り
、
総
合
的
な
物
流
体
制
に
よ

る
物
流
コ
ス
ト
低
減
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
生
活
関
連
事
業
を
通
じ
た
地
域

の
元
気
づ
く
り
と
く
ら
し
へ
の
貢
献
に
取

り
組
み
ま
す
。

耕
種
事
業

（
食
糧
部
・
営
農
販
売
部
・
生
産
資
材
部
）

　

担
い
手
の
所
得
向
上
に
向
け
て
、生
産
・

流
通
・
販
売
面
の
環
境
変
化
に
対
応
し
た

新
技
術
導
入
、
低
コ
ス
ト
資
材
の
供
給
及

び
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
化
、
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動

の
強
化
と
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
品
目
を
軸
と

　

愛
媛
県
本
部
は
、
３
か
年
計
画
（
25
～

27
年
度
）
に
お
い
て
、
９
年
間
展
開
し
て

き
た
「
生
産
・
販
売
・
購
買
一
体
事
業
」

を
拡
充
・
強
化
し
、
畜
産
事
業
を
加
え
た

「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
と
し
て
、

産
地
基
盤
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
む
と
と

も
に
、
県
内
産
農
畜
産
物
の
生
産
・
流
通
・

販
売
・
購
買
の
各
段
階
に
お
け
る
効
率
的

愛
媛
県
本
部　

３
か
年
計
画

最
重
点
施
策

特

集
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ー
プ
が
一
体
と
な
っ
た
銘
柄
確
立
と
販
売

力
強
化
を
進
め
、
生
産
者
の
所
得
向
上
に

取
り
組
み
ま
す
。

生
活
事
業

　

エ
ー
コ
ー
プ
マ
ー
ク
品
の
普
及
拡
大
、

高
齢
化
に
対
応
し
た
事
業
の
構
築
に
よ
り

組
合
員
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
把
握
し
た
事
業

展
開
を
は
か
り
ま
す
。

　

な
お
、
ネ
ッ
ト
販
売
や
宅
配
便
の
利
活

用
に
よ
る
県
産
品
を
中
心
と
し
た
農
畜
産

物
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

く
ら
し
の
安
全
・
安
心
・
健
康
へ
の
貢
献

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、
買
物
弱
者
支
援
を
基
軸
と
し
た

新
た
な
生
活
資
材
供
給
体
制
の
構
築
を
は

か
る
と
と
も
に
、
石
油
・
ガ
ス
等
の
効
率

的
供
給
体
制
の
確
立
に
よ
り
、
地
域
イ
ン

フ
ラ
と
し
て
の
社
会
的
使
命
・
役
割
の
発

揮
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
環
境
関
連
事
業
強
化
に
よ

り
快
適
で
環
境
に
や
さ
し
い
生
活
を
支
援

し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
「
地
域
く
ら
し

戦
略
」
の
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

総
合
物
流

　

広
域
物
流
セ
ン
タ
ー
を
中
心
に
Ｊ
Ａ

総
合
物
流
を
再
構
築
し
、「
営
農
と
生
活

を
守
る
物
流
」
の
整
備
と
コ
ス
ト
低
減
に

よ
る
事
業
競
争
力
の
強
化
に
取
り
組
み
ま

す
。

グ
ル
ー
プ
会
社

　

Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
会
社
と
し
て
生
産

畜
産
事
業

　

肉
牛
・
肉
豚
生
産
者
の
経
営
安
定
と
生

産
性
向
上
対
策
を
支
援
し
、
消
費
者
に
支

持
さ
れ
る
高
品
質
生
産
と
ブ
ラ
ン
ド
化
に

よ
る
産
地
基
盤
の
維
持
拡
大
に
取
り
組
み

ま
す
。

　

ま
た
、
Ｊ
Ａ
な
ら
び
に
全
農
畜
産
グ
ル

し
た
販
売
力
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

　

ま
た
、「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
に
よ
る

広
報
、
ふ
れ
あ
い
活
動
等
を
展
開
し
、
消

費
者
の
豊
か
な
食
生
活
づ
く
り
を
提
案
す

る
と
と
も
に
環
境
保
全
型
農
業
を
推
進

し
、
愛
媛
農
業
お
よ
び
愛
媛
県
産
農
畜
産

物
へ
の
理
解
と
支
援
を
は
か
り
ま
す
。

「トータルアグリード事業」
について

１．名前の由来
　�　「愛媛農業（Agriculture）」を「リード（lead）する」という意
味と、「心を一つにする（Agreed）」という意味を込めている。

２．趣旨
　⑴�　耕種事業においては、第１～３期生産・販売・購買一体事業
の実績を踏まえ、第35回ＪＡ愛媛県大会でも決議された「地域
農業戦略」を実践していくために、コアモデルをさらに進化さ
せ、販売に重点をおいたトータル戦略として、品目別にビジネ
スモデル品目を設定し、系統の総合力を結集し、販売力強化に
より担い手の支援を進める。

　⑵�　畜産事業においては、強固な生産基盤作りに向け、農場毎
の生産性向上を支援するとともにブランドの品質と安全性を高
め、販売先・消費者に対してブランドの認知度向上と地産地消
の理解醸成を進める。
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へ
の
効
果
的
な
産
地
ア
ピ
ー
ル
に
取
り

組
み
ま
す
。

畜　

産　

部

①�　

系
統
畜
産
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大

を
め
ざ
し
、
肉
豚
20
万
頭
、
肉
牛
５
、

５
５
０
頭
の
取
扱
体
制
作
り
に
向
け
、

畜
産
グ
ル
ー
プ
と
し
て
生
産
者
を
支
援

し
ま
す
。

②�　

生
産
農
家
経
営
の
維
持
向
上
の
た
め

に
、
Ｊ
Ａ
西
日
本
く
み
あ
い
飼
料
㈱
・

Ｊ
Ａ
え
ひ
め
ア
イ
パ
ッ
ク
ス
㈱
と
の
連

携
・
強
化
を
図
り
、
生
産
性
向
上
と
肉

質
改
善
対
策
に
積
極
的
に
取
り
組
み
ま

す
。

③�　

安
全
・
安
心
な
伊
予
牛
「
絹
の
味
」、

「
ふ
れ
愛
・
媛
ポ
ー
ク
」
の
認
知
度
向

上
と
消
費
拡
大
に
向
け
、
生
産
者
・
Ｊ

Ａ
・
販
売
先
・
行
政
と
連
携
し
、
消
費

者
に
対
す
る
消
費
宣
伝
活
動
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　

生
産
者
・
Ｊ
Ａ
と
一
体
と
な
り
、
販

売
先
に
対
す
る
愛
媛
農
業
へ
の
理
解
醸

成
と
地
産
地
消
の
啓
蒙
活
動
を
実
施

し
、
県
域
・
地
域
ぐ
る
み
の
産
地
支
援

体
制
の
構
築
に
取
り
組
み
ま
す
。

生
産
資
材
部

①�　

多
様
な
担
い
手
へ
の
営
農
支
援
の
充

実
と
省
力
化
を
含
め
た
ト
ー
タ
ル
的
な

生
産
費
の
削
減
を
図
る
た
め
、
低
コ
ス

ト
・
省
力
化
に
繋
が
る
肥
料
農
薬
・
生

産
資
材
・
施
設
・
農
機
の
開
発
・
普
及

営
農
販
売
部

①�　

コ
ア
モ
デ
ル
を
更
に
進
化
さ
せ
販
売

に
重
点
を
置
い
た
ト
ー
タ
ル
戦
略
と
し

て
、
品
目
別
に
重
点
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

品
目
を
設
定
し
、
系
統
の
総
合
力
を
結

集
し
て
担
い
手
へ
の
支
援
を
強
化
し
て

い
く
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」

を
展
開
し
ま
す
。

②�　

県
・
県
本
部
オ
リ
ジ
ナ
ル
品
種
の
産

地
化
・
ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
る
と
と
も

に
、
生
産
履
歴
記
帳
対
策
や
Ｇ
Ａ
Ｐ
手

法
の
導
入
に
よ
る
安
全
・
安
心
で
信
頼

さ
れ
る
産
地
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま

す
。

③�　
「
愛
媛
チ
ー
ム
」
と
し
て
県
域
販
売

体
制
強
化
に
よ
る
市
場
へ
の
有
利
販
売

及
び
提
案
型
販
売
強
化
に
よ
る
売
り
場

確
保
・
拡
大
と
、
規
格
・
荷
姿
提
案
に

よ
る
商
品
力
の
向
上
・
コ
ス
ト
削
減
に

取
り
組
み
ま
す
。

④�　

拠
点
市
場
・
量
販
店
等
と
の
連
携
強

化
、
生
産
者
と
消
費
者
の
結
び
つ
き
を

強
化
す
る
た
め
、
企
画
販
売
な
ど
多
元

的
販
売
及
び
直
販
事
業
の
拡
大
に
取
り

組
み
ま
す
。

⑤�　

青
果
物
の
消
費
拡
大
・
購
入
促
進
を

図
る
た
め
、
対
面
型
消
費
宣
伝
活
動
の

強
化
と
「
え
ひ
め
の
食
」
企
画
、「
オ

レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」
に
よ
る
青
果
物
全
般

の
情
報
発
信
と
、
販
売
事
業
と
連
動
し

た
効
率
的
な
消
費
宣
伝
活
動
、
消
費
者

者
・
Ｊ
Ａ
・
消
費
者
の
期
待
に
応
え
る
よ

う
、
生
産
・
加
工
・
販
売
・
購
買
・
物
流

の
各
分
野
に
お
い
て
グ
ル
ー
プ
で
の
事
業

機
能
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

愛
媛
県
本
部
グ
ル
ー
プ
会
社
全
社
の
経

営
・
財
務
基
盤
を
確
立
し
、
愛
媛
農
業
の

振
興
支
援
に
取
り
組
み
ま
す
。

食　

糧　

部

①�　

㈱
ひ
め
ラ
イ
ス
と
の
連
携
を
強
化

し
、
県
域
生
販
一
貫
体
制
に
も
と
づ
く

「
ひ
め
ラ
イ
ス
」
ブ
ラ
ン
ド
の
拡
販
と

定
着
を
図
る
た
め
、
買
取
販
売
を
強
化

し
、
県
内
需
要
者
・
消
費
者
の
ニ
ー
ズ

に
応
え
る
集
荷
量
の
確
保
に
取
り
組
み

ま
す
。

②�　

需
要
に
対
応
し
た
Ｊ
Ａ
別
・
銘
柄
別

作
付
計
画
の
策
定
と
作
付
誘
導
を
推
進

し
、
産
地
ブ
ラ
ン
ド
米
の
確
立
や
契
約

栽
培
等
の
企
画
販
売
に
取
り
組
み
、
生

産
者
手
取
り
の
向
上
を
め
ざ
し
ま
す
。

③�　

全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る
は
だ
か
麦

を
主
体
に
、
担
い
手
を
中
心
と
し
た
生

産
振
興
と
品
質
向
上
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　
「
ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」
を

展
開
す
る
中
で
、
栽
培
条
件
に
適
応
し

た
水
稲
高
温
耐
性
品
種
や
は
だ
か
麦
高

品
質
品
種
の
導
入
拡
大
に
取
り
組
み
ま

す
。

事
業
別
実
施
具
体
策

特

集
◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」
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組
み
強
化
を
は
か
り
、「
太
陽
光
発
電
」

等
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
商
品
の
取
扱
拡

大
に
よ
り
地
球
の
環
境
保
全
に
積
極
的

に
取
り
組
み
ま
す
。

管　

理　

部

①�　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
意
識
の
浸
透
・

定
着
と
４
大
リ
ス
ク
（
債
権
・
在
庫
・

現
金
・
食
品
表
示
）
を
重
点
と
し
た
リ

ス
ク
管
理
に
取
り
組
み
、
コ
ン
プ
ラ
イ

ア
ン
ス
態
勢
の
維
持
・
強
化
を
は
か
り

ま
す
。

②�　

本
所
集
約
化
な
ど
管
理
部
門
の
ス
リ

ム
化
・
効
率
化
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、

収
支
管
理
・
投
資
管
理
・
要
員
管
理
に

つ
い
て
の
管
理
強
化
を
は
か
り
、
経
営

目
標
の
達
成
に
取
り
組
み
ま
す
。ま
た
、

子
会
社
管
理
態
勢
を
強
化
し
健
全
経
営

の
確
立
に
向
け
た
指
導
・
支
援
に
取
り

組
み
ま
す
。

③�　

第
35
回
Ｊ
Ａ
愛
媛
県
大
会
で
決
議
さ

れ
た
「
次
代
へ
つ
な
ぐ
協
同
」
の
実
践

事
項
に
も
と
づ
き
、「
ト
ー
タ
ル
ア
グ

リ
ー
ド
事
業
」
を
実
践
し
、
元
気
な
産

地
づ
く
り
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　
Ｊ
Ａ
意
見
交
換
会
や
Ｊ
Ａ
巡
回
等
を

通
し
て
、
会
員
の
意
思
を
事
業
運
営
に

取
り
入
れ
、満
足
度
向
上
を
図
り
ま
す
。

⑤�　

各
事
業
部
門
に
お
け
る
事
業
施
策
の

実
現
に
向
け
、
営
業
力
・
企
画
力
向
上

の
た
め
の
人
材
育
成
と
要
員
の
適
正
配

置
を
図
り
ま
す
。

し
て
の
事
業
の
再
構
築
に
取
り
組
み
ま

す
。

⑥�　

段
ボ
ー
ル
事
業
の
競
争
力
強
化
と
安

定
供
給
を
は
か
る
た
め
、
系
統
結
集
に

よ
る
原
紙
仕
入
れ
等
購
買
力
の
発
揮
と

「
全
農
唯
一
の
工
場
」
で
あ
る
優
位
性

を
活
か
し
た
事
業
機
能
の
高
位
水
準
化

を
進
め
、
多
様
化
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た

安
全
・
安
心
で
高
品
質
な
段
ボ
ー
ル
と

副
資
材
の
低
コ
ス
ト
生
産
・
供
給
体
制

の
確
立
に
取
り
組
み
ま
す
。

生　

活　

部

①�　

地
域
農
業
の
振
興
に
寄
与
す
る
「
Ｊ

Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛
農
畜
産
物
消
費
拡
大

運
動
」
に
積
極
的
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、「
Ｊ
Ａ
く
ら
し
の
宅
配
便
」「
Ｊ
Ａ

タ
ウ
ン
」「
旬
鮮
倶
楽
部
」
等
新
た
な

供
給
チ
ャ
ネ
ル
の
体
制
強
化
を
は
か
り

ま
す
。

②�　

国
産
原
料
を
主
原
料
と
し
た
エ
ー
コ

ー
プ
マ
ー
ク
品
の
取
扱
拡
大
お
よ
び
配

置
家
庭
薬
事
業
の
普
及
に
よ
り
、
組
合

員
の
健
康
増
進
に
努
め
る
と
と
も
に
、

Ｊ
Ａ
メ
モ
リ
ア
ル
事
業
体
制
強
化
に
向

け
た
「
Ｊ
Ａ
え
ひ
め
葬
祭
協
議
会
」
の

事
務
局
機
能
強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

③�　

生
活
必
需
品
の
安
定
供
給
の
た
め
の

「
Ｙ
シ
ョ
ッ
プ
」「
移
動
購
買
車
」
等
の

導
入
促
進
に
よ
り
、
買
物
弱
者
支
援
に

取
り
組
み
ま
す
。

④�　
「
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
」
へ
の
取
り

に
努
め
、
生
産
基
盤
の
維
持
拡
大
に
取

り
組
み
ま
す
。

②�　

予
約
結
集
と
購
買
店
舗
の
活
性
化
に

よ
る
農
家
対
応
力
の
向
上
を
は
か
り
、

的
確
な
施
肥
防
除
技
術
に
基
づ
く
企
画

提
案
と
仕
入
れ
購
買
機
能
の
強
化
に
努

め
ま
す
。

③�　
Ｊ
Ａ
物
流
セ
ン
タ
ー
の
機
能
強
化
に

努
め
、
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
に
お
け
る
低
コ

ス
ト
供
給
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、
関

係
組
織
と
の
連
携
を
は
か
り
総
合
的
な

物
流
体
制
の
整
備
に
取
り
組
み
ま
す
。

④�　

農
機
事
業
の
環
境
変
化
に
対
応
す
る

た
め
、
系
統
シ
ェ
ア
の
拡
大
に
向
け
て

新
品
事
業
と
部
品
・
中
古
・
修
理
整
備

事
業
の
バ
ラ
ン
ス
を
は
か
り
、
効
率
的

な
事
業
運
営
体
質
の
強
化
に
努
め
、
Ｊ

Ａ
農
機
事
業
の
黒
字
化
を
進
め
ま
す
。

ま
た
、
部
品
事
業
は
、
西
日
本
農
機
部

品
セ
ン
タ
ー
と
の
連
携
強
化
と
業
務
の

改
善
に
努
め
、
更
な
る
サ
ー
ビ
ス
向
上

と
効
率
化
の
徹
底
に
取
り
組
み
ま
す
。

⑤�　

施
設
・
園
芸
資
材
事
業
に
お
け
る
事

業
環
境
に
対
応
す
る
た
め
、
施
主
代
行

方
式
に
よ
る
事
業
強
化
と
拡
充
に
取
り

組
み
ま
す
。
施
設
事
業
に
お
い
て
は
、

関
係
部
署
と
の
連
携
を
は
か
り
、
既
存

施
設
へ
の
診
断
・
提
案
活
動
の
強
化
を

行
い
、事
業
領
域
の
拡
大
に
努
め
ま
す
。

住
宅
事
業
に
お
い
て
は
、
情
報
収
集
機

能
の
強
化
を
図
り
、
Ｊ
Ａ
総
合
事
業
と
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材
や
生
活
関
連
品
の
需
要
停
滞
の
状
況
を

踏
ま
え
、
取
扱
高
（
事
業
分
量
）
は
、
25

年
度
８
６
５
億
円
、26
年
度
８
７
６
億
円
、

27
年
度
８
７
５
億
円
を
見
込
み
ま
す
。

収
支
計
画

　

当
期
利
益
計
画
は
、
①
「
ト
ー
タ
ル
ア

グ
リ
ー
ド
事
業
」
の
展
開
に
よ
る
産
地
育

成
や
担
い
手
確
保
、
②
愛
媛
チ
ー
ム
と
し

て
の
多
元
的
販
売
や
ブ
ラ
ン
ド
販
売
体
制

の
強
化
、
③
新
技
術
普
及
等
に
よ
る
生
産

資
材
の
コ
ス
ト
低
減
や
総
合
的
な
物
流
体

制
構
築
に
よ
る
物
流
コ
ス
ト
の
低
減
、
④

生
活
関
連
品
の
普
及
拡
大
や
高
齢
化
に

対
応
し
た
事
業
構
築
を
図
り
、
25
年
度

32
百
万
円
、
26
年
度
62
百
万
円
、
27
年
度

１
億
48
百
万
円
の
計
画
と
し
ま
す
。

投
資
計
画

　

遊
休
施
設
の
有
効
活
用
、
施
設
老
朽
化

対
策
、
コ
ス
ト
低
減
・
環
境
整
備
対
応
、

消
費
電
力
削
減
等
の
た
め
の
施
設
投
資
お

よ
び
サ
ー
バ
更
新
・
シ
ス
テ
ム
改
善
の

た
め
の
情
報
シ
ス
テ
ム
開
発
を
計
画
し
ま

す
。

要
員
計
画

　

管
理
部
門
の
本
部
事
業
集
約
の
開
始
や

事
業
環
境
に
対
応
し
た
適
正
な
要
員
体

制
の
観
点
か
ら
、
25
年
度
期
首
の
要
員

２
３
３
名
か
ら
15
名
削
減
し
、
27
年
度
末

で
２
１
８
名
と
し
ま
す
。

取
扱
高
計
画

　

畜
産
物
価
格
の
低
迷
や
長
引
く
不
況
の

影
響
に
よ
る
消
費
の
減
退
、
高
齢
化
等
に

よ
る
生
産
基
盤
の
弱
体
化
お
よ
び
生
産
資

⑥�　
Ｊ
Ａ
・
組
合
員
に
対
し
県
本
部
グ
ル

ー
プ
事
業
へ
の
理
解
向
上
と
、
広
く
消

費
者
に
対
し
県
産
農
畜
産
物
の
消
費
拡

大
に
向
け
た
情
報
提
供
活
動
を
展
開
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
へ
の
参
加
反
対

な
ど
の
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
積
極

的
に
参
加
し
ま
す
。

経
営
計
画

特

集
◆特集：ＪＡ全農・愛媛県本部「３か年計画」

表２　愛媛県本部　３か年（25～27年度）取扱高計画
（単位：億円）

事　　業 24年度計画 25年度計画 26年度計画 27年度計画

米 穀 事 業 30 33 30 30

営 農 販 売 事 業 445 439 455 448

畜 産 事 業 106 108 108 108

生 産 資 材 事 業 167 160 157 160

生 活 関 連 事 業 144 125 125 129

合 計 892 865 876 875

表３　グループ会社　３か年（25～27年度）売上高計画
（単位：百万円）

会 社 名 24年度計画 25年度計画 26年度計画 27年度計画

㈱ え ひ め 飲 料 32,006 30,119 32,286 32,297

ＪＡえひめアイパックス㈱ 4,066 4,175 4,182 4,194

ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱ 2,824 3,140 3,306 3,361

㈱ ひ め ラ イ ス 5,168 5,609 5,672 5,704

ＪＡえひめエネルギー㈱ 3,085 3,141 3,110 3,080

㈱ え ひ め フ ー ズ 　662 793 780 812

Ｊ Ａ え ひ め 物 流 ㈱ 7,160 7,120 6,980 7,280

合 計 54,971 54,097 56,316 56,728
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
は
、

４
月
１
日
付
で
、
平
成
25

年
度
の
機
構
改
革
と
人
事

異
動
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

平
成
25
年
度
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
「
３

か
年
計
画
」
で
は
、
新
た
に
販
売
に
重
点

を
置
い
た
ト
ー
タ
ル
戦
略
「
耕
種
・
畜
産

ト
ー
タ
ル
ア
グ
リ
ー
ド
事
業
」を
展
開
し
、

担
い
手
の
所
得
確
保
と
経
営
安
定
化
の
取

り
組
み
を
強
化
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
営

農
販
売
部
に
同
事
業
の
専
任
部
長
を
置
き

ま
す
。
青
果
事
業
の
販
売
力
お
よ
び
機
能

強
化
の
た
め
、「
青
果
販
売
課
」
を
「
果

実
課
」と「
野
菜
花
卉
課
」に
分
割
し
ま
す
。

　

ま
た
、「
え
ひ
め
の
食
」
商
品
の
販
路

拡
大
事
業
の
推
進
体
制
と
し
て
、
新
た
に

果
実
・
野
菜
・
米
麦
・
畜
産
物
の
各
部
門

と
グ
ル
ー
プ
会
社
の
㈱
え
ひ
め
飲
料
を
含

め
部
門
間
連
携
（
横
断
）
に
よ
る
「
え
ひ

め
の
食
販
売
推
進
統
括
本
部
」（
統
括
本

部
長
＝
髙
橋
勉
副
本
部
長
）
を
設
置
し
、

機
動
的
に
事
業
を
展
開
し
ま
す
。

　

同
本
部
は
、
県
と
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

と
の
包
括
協
定
に
基
づ
き
、
愛
媛
県
「
愛

の
く
に
え
ひ
め
営
業
推
進
本
部
」
と
の
連

携
を
強
化
し
、
各
種
フ
ェ
ア
・
商
談
会
参

加
な
ど
、
え
ひ
め
ブ
ラ
ン
ド
の
イ
メ
ー
ジ

ア
ッ
プ
や
販
売
促
進
に
も
取
り
組
ん
で
い

き
ま
す
。

◆
平
成
25
年
度
機
構
（
平
成
25
年
４
月
１

日
現
在
）
＝
６
部
16
課
17
事
業
所
（
機
構

図
は
12
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）

◆
人
事
異
動
は
、
平
成
25
年
度
期
首
職
員

数
２
３
５
人
中
、
異
動
者
数
１
０
２
人
で

す
。

　

審
査
役
以
上
の
異
動
は
、
次
の
通
り
で

す
。

管理部

青
果
販
売
課
を
「
果
実
課
」

「
野
菜
花
卉
課
」
に
分
割
し
ま
す
。

氏　　名 新　任　部　署 旧　任　部　署

竹村　　靖（監）管理部長 （監）総務課長
関岡　光昭（監）営農販売部長 （監）生産資材部長　

新口　武男
（監）営農販売部

トータルアグリード専任
部長

（監）営農販売部長　

高井　雄二（監）生産資材部長　 （監）生産資材部次長
段ボール工場長

川田　永治（監）株式会社えひめ飲料　出向（監）管理部長　

澤田　浩二（審）コンプライアンス推進課長（副審）コンプライアンス推進課
（課長事故代行者）

武田　博志（監）企画課長 （監）コンプライアンス推進課長
水本　益広（監）企画課　ＪＡ総合専任課長（監）株式会社えひめ飲料　出向

得能　祐治（審）総務課長　 （副審）総務課
（課長事故代行者）

栗原　雅博（審）総務課　共通庶務専任課長（審）本所燃料部四国石油事業所
愛媛推進課長　

中原　一憲

（審）食糧生産課長
種子センター所長
事務取扱
酒米センター所長
事務取扱

（審）食糧生産課
種子センター所長
事務取扱

佐尾　英二（審）食糧生産課
（課長事故代行者） （審）株式会社ひめライス　出向

川﨑　広範（審）営農振興課長

（審）営農振興課長
菌床センター所長
事務取扱
開発センター所長
事務取扱

平岡　正行（審）営農振興課
（課長事故代行者） （審）大阪事業所長　

武田　孝二
（審）果実課長

開発センター所長
事務取扱

（審）青果販売課長　

氏　　名 新　任　部　署 旧　任　部　署

室賀　敬二
（審）野菜花卉課長

菌床センター所長
事務取扱

（審）直販課長　

馬場　信也（監）野菜花卉課 （監）青果販売課
市場販売専任課長

重松　秀樹（審）直販課長　 （副審）直販課
（課長事故代行者）

紙崎　光三
（審）畜産生産課長

肉用牛センター所長
事務取扱

（審）畜産生産課長

嶋田　浩志（監）畜産販売課長　 （監）本所畜産総合対策部整備
推進課

大西　弘之（審）肥料農薬課　 （審）営農振興課
（課長事故代行者）

中山　祐二（審）農機課長　 （副審）農機課
（課長事故代行者）

兵頭　英治（審）生産資材部次長
段ボール工場長 （審）農機課長　

崎山　一誠（審）生活資材課
（課長事故代行者）　 （審）生活資材課　

塩崎　洋章（審）本所燃料部四国石油事業所
愛媛推進課長

（副審）肥料農薬課
（課長事故代行者）　

吉村　公一（審）本所燃料部四国石油事業所
業務企画課　

（審）酒米センター所長
食糧生産課　兼務

中矢　　琢（監）株式会社えひめ飲料　出向（監）企画課長　

森川　威久（監）ＪＡえひめアイパックス
株式会社　出向

（監）畜産部
（畜産生産課・畜産販売課）
畜産事業再編専任課長

篠原　洋司（審）ＪＡ全農ミートフーズ株
式会社　出向

（全国・副審）畜産部次長
畜産販売課長
事務取扱

人事異動（平成25年4月1日付）※審査役以上

【表の見方】職能資格呼称等は略称表記しています。
（監）＝監理役、（審）＝審査役、（副審）＝副審査役
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全農愛媛県本部　2013年度（平成25年度）　機構図＆ライン管理職等配置
平成25年４月１日現在（６部16課17事業所）

県本部グループ会社
㈱えひめ飲料

ＪＡえひめアイパックス㈱
ＪＡえひめフレッシュフーズ㈱

㈱ひめライス
ＪＡえひめエネルギー㈱
㈱えひめフーズ
ＪＡえひめ物流㈱

種子センター
酒米センター

花卉センター
農業技術センター

菌床センター

肉用牛センター
広見種豚増殖センター

中予販売センター
南予販売センター

ＪＡグリーンえひめ
東予地区生産資材協同センター
中予地区生産資材協同センター
南予地区生産資材協同センター

一級建築士事務所

（課）

管　　理　　部

県
本
部
運
営
委
員
会

監　

事　

会

総
代
会
（
総
会
）

経
営
管
理
委
員
会

理　
　

事　
　

会

副
本
部
長　

髙
橋　

勉

副
本
部
長　

小
越　

愼
介

県
本
部
長　

諏
訪　

玄

部長：竹村　靖副
会
長　

豊
田　

明
夫

会　

長　

岡
本　

健
治 

食　　糧　　部
部長：菅　裕治

営 農 販 売 部
部長：関岡　光昭
専任部長：新口　武男
専任課長：渡部　和光

畜　　産　　部
部長：石川　忠司

生　　活　　部
部長：大津　満

四国石油事業所
所長：松田　一人　

愛 媛 推 進 課
課長：塩崎　洋章

生 産 資 材 部
部長：高井　雄二
次長・段ボール工場長
：兵頭　英治

（事業所）（部）

食 糧 生 産 課
課長：中原　一憲

総　　務　　課
課長：得能　祐治
専任課長：栗原　雅博

企　　画　　課
課長：武田　博志
専任課長：水本　益広 
専任課長：井関　一男 
専任課長：松浦　勇人

営 農 振 興 課
課長：川﨑　広範

野 菜 花 卉 課
課長：室賀　敬二

畜 産 生 産 課
課長：紙崎　光三

畜 産 販 売 課
課長：嶋田　浩志

肥 料 農 薬 課
課長：池田　益夫

農　　機　　課
課長：中山　祐二

生 活 資 材 課
課長：宇都宮　誠

課長：白石　啓司
専任課長：橋本　愼吾

施 設 農 住 課
課長：宮田　研二
専任課長：加藤　元義

直　　販　　課
課長：重松　秀樹

コンプライアンス推進課
課長：澤田　浩二

全国本部グループ会社
㈱Ａコープ西日本

ＪＡ西日本くみあい飼料㈱

開発センター

東京事業所
大阪事業所

果　　実　　課

課長：武田　孝二

段ボール工場販売課

段ボール工場製造課

課長：堀岡　茂
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Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
果
実

課
は
、
愛
媛
発
祥
の
４
月

14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

を
、バ
レ
ン
タ
イ
ン
デ
ー
・

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
に
続
く
愛
の
記
念
日
と
し

て
定
着
さ
せ
、
全
国
一
の
生
産
量
を
誇
る

愛
媛
産
柑
橘
類
の
Ｐ
Ｒ
・
消
費
拡
大
と
産

地
振
興
に
つ
な
げ
る
取
り
組
み
を
進
め
て

い
ま
す
。

　

今
シ
ー
ズ
ン
も
、「
愛
の
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー

ド
」
と
し
て
、11
月
３
日
「
み
か
ん
の
日
」

か
ら
４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
ま
で

の
記
念
日
に
「
愛
の
シ
ン
ボ
ル
で
あ
る
オ

レ
ン
ジ
を
贈
り
合
い
ま
し
ょ
う
」
と
、
各

記
念
日
ご
と
に
旬
を
迎
え
た
柑
橘
の
Ｐ
Ｒ

に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

ホ
ワ
イ
ト
デ
ー
直
前
の
３
月
９
日
に
は

フ
ジ
グ
ラ
ン
松
山
、
3
月
10
日
に
は
松
前

４
月
14
日
は
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」

イ
ベ
ン
ト
や
フ
ェ
ア
で
Ｐ
Ｒ
し
ま
す

果実課

身
に
つ
け
た
入
場
者
先
着
２
、０
０
０
人

に
「
清
見
」
を
、
抽
選
で
２
０
０
人
に
柑

橘
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
実
施
し
ま
す
。

　

東
京
タ
ワ
ー
で
は
、
４
月
13
日
と
14

日
、「
オ
レ
ン
ジ
ま
つ
り
」
を
開
催
。
タ

ワ
ー
の
高
さ
３
３
３
メ
ー
ト
ル
に
ち
な

み
、
３
３
３
人
に
「
清
見
」
を
プ
レ
ゼ
ン

ト
し
ま
す
。

　

ま
た
、東
京
の
三
越
日
本
橋
本
店
で
は
、

4
月
12
日
か
ら
14
日
ま
で
清
見
タ
ワ
ー
を

設
置
し
、
試
食
宣
伝
販
売
を
交
え
て
「
オ

レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

　

京
阪
神
地
区
で
は
、
阪
急
百
貨
店
６
店

舗
と
阪
神
百
貨
店
梅
田
本
店
等
で
、
4
月

14
日
を
中
心
に
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
フ
ェ

ア
」
を
開
催
。
柑
橘
購
入
者
へ
の
景
品
プ

レ
ゼ
ン
ト
や
愛
媛
い
よ
か
ん
大
使
に
よ
る

Ｐ
Ｒ
活
動
、
生
産
者
に
よ
る
Ｐ
Ｒ
活
動
を

計
画
し
て
い
ま
す
。

【
県　

内
】

　

松
山
空
港
で
は
、
４
月
14
日
、
み
か
ん

タ
ワ
ー
や
の
ぼ
り
等
で
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
の

装
飾
を
行
い
、
空
港
利
用
者
１
、０
０
０

人
に
清
見
の
サ
ン
プ
リ
ン
グ
を
実
施
。
ポ

ン
ジ
ュ
ー
ス
蛇
口
も
設
置
し
ま
す
。

　

協
力
店
で
は
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
フ
ェ

ア
」
を
開
催
し
、
柑
橘
の
試
食
宣
伝
と
ポ

ス
タ
ー
・
の
ぼ
り
等
を
活
用
し
て
オ
レ
ン

ジ
デ
ー
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
ま
す
。

町
の
エ
ミ
フ
ル
Ｍ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｋ
Ｉ
で
、
バ
レ

ン
タ
イ
ン
デ
ー
に
続
き
、
愛
媛
い
よ
か
ん

大
使
ら
が
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
と
「
せ

と
か
」「
デ
コ
ポ
ン
」「
清
見
」
な
ど
旬
の

柑
橘
の
試
食
宣
伝
と「
オ
レ
ン
ジ
ロ
ー
ド
」

の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
行
い
ま
し
た
。
売
り
場
で

は
、
リ
ー
フ
レ
ッ
ト
を
配
布
す
る
と
と
も

に
、
柑
橘
購
入
者
１
０
０
組
に
「
ハ
ー
ト

型
観
葉
植
物
＆
せ
と
か
」
セ
ッ
ト
を
プ
レ

ゼ
ン
ト
し
、「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
ア
ピ
ー

ル
し
ま
し
た
。

◆
４
月
の
イ
ベ
ン
ト
・
フ
ェ
ア

　

４
月
14
日
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
に
向
け

て
、
県
内
外
で
イ
ベ
ン
ト
や
フ
ェ
ア
を
実

施
し
、
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
と
愛
媛
産
柑
橘
を

ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

【
県　

外
】

　

東
京
で
は
、
昨
年
に
続
き
、「
Ｏ
Ｒ
Ａ

Ｎ
Ｇ
Ｅ
Ｄ
Ａ
Ｙ 

in 

Ｔ
ｏ
ｋ
ｙ
ｏ
」
と
題

し
て
、
チ
ー
ム
カ
ラ
ー
が
オ
レ
ン
ジ
色
の

「
読
売
巨
人
軍
」、
オ
レ
ン
ジ
色
に
ラ
イ
ト

ア
ッ
プ
さ
れ
る
「
東
京
タ
ワ
ー
」
と
タ
イ

ア
ッ
プ
し
、
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
を
盛
り
上
げ

ま
す
。

　

東
京
ド
ー
ム
で
は
、
４
月
12
日
、
巨
人

VS
ヤ
ク
ル
ト
戦
を
「
も
う
す
ぐ
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
ナ
イ
タ
ー
」
と
し
て
提
供
開
催
。
場

内
の
オ
ー
ロ
ラ
ビ
ジ
ョ
ン
で
、
オ
レ
ン
ジ

デ
ー
Ｃ
Ｍ
を
放
映
し
、
４
万
人
の
観
戦
客

に
Ｐ
Ｒ
し
ま
す
。
ま
た
、
オ
レ
ン
ジ
色
を

▲愛媛いよかん大使がPR・消費宣伝活動（エミフル）

▲昨年開催した東京ドーム「もうすぐオレンジデーナイター」
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Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

は
、
今
年
も
４
月
１
日
か

ら
、『
え
ひ
め
み
か
ん
・

い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
・
お

茶
等
愛
用
運
動
』（
Ｊ
Ａ
グ
ル
ー
プ
愛
媛

農
畜
産
物
消
費
拡
大
推
進
本
部
・
県
内
各

Ｊ
Ａ
・
Ｊ
Ａ
愛
媛
中
央
会
・
Ｊ
Ａ
全
農
え

ひ
め
主
催
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
は
、
県
内
産

主
要
農
畜
産
物
の
消
費
拡

大
に
よ
り
、
地
域
農
業
の

振
興
と
と
も
に
、
良
質
で

安
全
な
県
産
品
の
愛
用
を

進
め
県
民
の
健
康
増
進
を

め
ざ
す
「
愛
媛
県
産
農
畜

産
物
加
工
品
消
費
拡
大
運

動
方
針
」
を
受
け
て
毎
年

取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で

す
。

　

ジ
ュ
ー
ス
の
愛
用
運
動

は
８
月
末
ま
で
、
お
茶
は

12
月
末
ま
で
の
期
間
限
定

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今

年
度
は
計
35
万
ケ
ー
ス
を

目
標
に
取
り
組
み
ま
す
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

取
扱
品
目

　
「
愛
媛
ポ
ン
カ
ン
50
」

に
代
え
て
新
た
に
「
愛
媛

え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー
ス
・

お
茶
等
消
費
拡
大
・
愛
用
運
動
を
展
開
！

生活
資材課

更
に
加
え
、
容
器
は
ビ
ン
か
ら
ペ
ッ
ト

ボ
ト
ル
に
変
更
し
、
１
ケ
ー
ス
の
入
り

数
は
８
本
入
り
と
な
り
ま
し
た
。
原
料
・

資
材
価
格
の
高
騰
が
続
い
て
い
る
た
め
、

１
本
あ
た
り
の
価
格
を
17
円
値
上
げ
し
、

３
５
０
円
と
し
ま
し
た
。

③　

愛
媛
の
味
わ
い
柑
橘
１
０
０

　

愛
媛
県
産
の
不
知
火
・
い
よ
か
ん
と
そ

の
他
柑
橘
の
果
汁
を
贅
沢
に
ブ
レ
ン
ド
し

た
爽
や
か
な
味
わ
い
の
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

１
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

◇
変
更
点
＝
原
料
の
柑
橘
を
変
更
し
ま
し

た
。
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
も
変
更
。

④　

愛
媛
な
つ
み
か
ん
50
（
新
製
品
）

　

愛
媛
産
夏
み
か
ん
果
汁
を
使
用
し
た

ス
ッ
キ
リ
飲
み
や
す
い
飲
料（
果
汁
50
％
）

で
す
。
１
ℓ
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

⑤　

愛
媛
の
特
煎
茶

　

愛
媛
県
産
茶
葉
を
１
０
０
％
使
用
し
、

心
地
よ
い
苦
味
と
さ
っ
ぱ
り
し
た
後
味
の

緑
茶
で
す
。
食
後
や
ス
ポ
ー
ツ
の
後
、
焼

酎
等
の
緑
茶
割
り
と
し
て
ご
利
用
い
た
だ

け
ま
す
。
５
０
０
㎖
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
。

　

毎
年
県
産
品
と
し
て
県
内
外
へ
の
贈
答

品
と
し
て
大
変
好
評
で
あ
り
、
今
年
も
贈

答
需
要
に
対
応
で
き
る
よ
う
宅
配
も
受
け

つ
け
て
い
ま
す
。
詳
し
く
は
最
寄
り
の
Ｊ

Ａ
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

な
つ
み
か
ん
50
」
を
加
え
、
計
６
品
目
の

商
品
構
成
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

取
り
扱
い
品
目
は
、
果
汁
情
勢
や
利
用

者
の
利
便
性
を
考
慮
し
、
名
称
・
内
容

や
容
器
・
デ
ザ
イ
ン
、
１
ケ
ー
ス
の
入
り

数
、
価
格
を
変
更
し
た
商
品
も
あ
り
ま
す

の
で
、
ご
留
意
く
だ
さ
い
。

【
商
品
特
徴
】

①�　

え
ひ
め
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
ジ
ュ
ー

ス

　

愛
媛
の
元
気
な
太
陽
を
浴
び
て
育
っ
た

温
州
み
か
ん
と
伊
予
柑
の
果
汁
を
ブ
レ
ン

ド
し
た
飲
み
や
す
く
、
体
に
や
さ
し
い
果

汁
１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。
１
ℓ
ペ
ッ

ト
と
２
５
０
ｇ
缶
が
あ
り
ま
す
。

◇
変
更
点
＝
今
年
か
ら
、
そ
の
他
柑
橘
を

加
え
ず
愛
媛
産
の
み
か
ん
・
い
よ
か
ん
の

果
汁
の
み
の
使
用
と
し
、
名
称
・
ラ
ベ
ル

デ
ザ
イ
ン
を
変
更
し
ま
し
た
。
１
ℓ
容
器

は
従
来
の
ビ
ン
か
ら
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
に
、

１
ケ
ー
ス
の
入
り
数
は
８
本
入
り
に
変

更
。

②�　

え
ひ
め
つ
ぶ
み
か
ん
・
い
よ
か
ん

ジ
ュ
ー
ス

　

愛
媛
産
の
温
州
み
か
ん
と
伊
予
柑
の
果

汁
に
み
か
ん
の
果
粒
（
つ
ぶ
つ
ぶ
）
を

加
え
た
、
普
通
の
ジ
ュ
ー
ス
で
は
味
わ

え
な
い
飲
む
〝
果
物
感
覚
〟
の
果
実
分

１
０
０
％
ジ
ュ
ー
ス
で
す
。

◇
変
更
点
＝
名
称
・
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ
ン
変

平成25年度えひめみかん・いよかんジュース・お茶等愛用運動価格表
（単位：円）

品　　名 規　　格 販売
価格 消費税 税込

価格
えひめみかん・いよかん
ジュース（ペットボトル）

ケース
（1ℓ×8本）

1,829 91 1,920

えひめつぶみかん・いよかん
ジュース（ペットボトル）

ケース
（1ℓ×8本）

2,667 133 2,800

えひめみかん・いよかん
ジュース（缶）

ケース
（250g×30本）

2,143 107 2,250

愛媛なつみかん50
（ペットボトル）

ケース
（1ℓ×8本）

1,905 95 2,000

愛媛の味わい柑橘100
（ペットボトル）

ケース
（1ℓ×6本）

1,886 94 1,980

愛媛の特煎茶
（ペットボトル）

ケース
（500㎖×24本）

2,286 114 2,400
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15

月
は
、｢

経
営
所
得
安
定
対
策｣

（
旧

称
「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制

度
」）
に
お
い
て
、
直
接
支
払
交
付
金
の

対
象
と
な
っ
て
い
る
品
目
の
う
ち
、
は
だ

か
麦
と
大
豆
の
生
産
費
に
つ
い
て
見
て
い

き
ま
す
。

　

平
成
23
年
産
は
だ
か
麦
の
10
ａ
当
た

り
資
本
利
子
・
地
代
全
額
算
入
生
産

費
（
以
下
「
全
算
入
生
産
費
」
と
い

う
）
は
５
万
１
、４
４
５
円
で
、
物
財

費
は
３
万
２
、６
７
１
円
、
労
働
費
は

１
万
１
、２
８
０
円
で
し
た
。

入
生
産
費
は
６
万
２
、０
９
７
円
で
、
物

財
費
は
３
万
７
、０
４
９
円
、
労
働
費
は

１
万
１
、８
０
１
円
で
し
た
。
費
用
合
計

は
４
万
８
、８
５
０
円
で
、
主
要
費
目
の

構
成
割
合
を
見
て
み
る
と
、
賃
借
料
及
び

料
金
が
18
・
１
％
（
８
、８
４
９
円
）、
農

機
具
費
17
・
７
％
（
８
、６
４
３
円
）、
肥

料
費
10
・
０
％
（
４
、８
８
８
円
）
と
な
っ

て
お
り
、
上
位
３
費
目
で
費
用
合
計
の
約

半
分
を
占
め
て
い
ま
す
（
図
２
）。

　

ま
た
、
60
㎏
当
た
り
全
算
入
生
産
費
は

２
万
８
６
７
円
で
し
た
。

　

我
が
国
の
農
業
は
、
農
業
者
の
高
齢
化

が
急
速
に
進
み
、
こ
の
20
年
間
で
農
業
所

得
が
半
減
す
る
な
ど
、
危
機
的
状
況
に
あ

り
ま
す
。
農
林
水
産
省
で
は
、
25
年
産
よ

り「
農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
」を「
経

営
所
得
安
定
対
策
」
へ
名
称
変
更
し
、
一

部
施
策
を
組
み
換
え
て
実
施
す
る
予
定
で

す
。
農
業
者
、
農
業
者
団
体
、
行
政
が
協

力
し
て
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
を
推
進

す
る
体
制
を
構
築
し
、
食
料
自
給
率
の
向

上
を
図
り
つ
つ
、
安
全
で
安
心
な
国
産
農

産
物
の
安
定
供
給
、
産
業
と
し
て
の
持
続

性
を
速
や
か
に
回
復
し
、
農
村
の
再
生
を

図
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

中
国
四
国
農
政
局

松
山
地
域
セ
ン
タ
ー　

農
政
推
進
グ
ル
ー
プ

　

費
用
合
計
は
４
万
３
、９
５
１
円
で
、

主
要
費
目
の
構
成
割
合
を
見
て
み
る
と
、

物
財
費
の
う
ち
農
機
具
費
が
19
・
０
％

（
８
、３
３
７
円
）
で
ト
ッ
プ
、
次
い
で

肥
料
費
が
17
・
２
％
（
７
、５
４
１
円
）、

賃
借
料
及
び
料
金
が
10
・
６
％
（
４
、

６
７
９
円
）
と
な
っ
て
お
り
、
上
位
３
費

目
で
費
用
合
計
の
約
半
分
を
占
め
て
い
ま

す
（
図
１
）。

　

ま
た
、
60
㎏
当
た
り
全
算
入
生
産
費
は

１
万
３
６
１
円
で
し
た
。

　

平
成
23
年
産
大
豆
の
10
ａ
当
た
り
全
算

はだか麦の10ａ当たり全算入生産費は、５万1,445円
－ 平成23年産麦類、大豆生産費（全国）の概要から －

は
だ
か
麦
は
農
機
具
費
が

19
・
０
％
で
ト
ッ
プ

大
豆
は
賃
借
料
及
び

料
金
が
ト
ッ
プ

今図１　はだか麦の主要費目の構成割合（10ａ当たり）

農機具費
（19.0）

肥料費
（17.2）

貸借料
及び料金
（10.6）

農業
薬剤費
（7.8）

その他
（19.7）

労働費
（25.7）

平成23年産
費用合計
４万3,951円
（100％）

物財費（74.3）

図２　大豆の主要費目の構成割合（10ａ当たり）

農機具費
（17.7）

肥料費
（10.0）農業

薬剤費
（9.2）

その他
（20.8）

労働費
（24.2）

平成23年産
費用合計
４万8,850円
（100％）

物財費（75.8）

貸借料
及び料金
（18.1）
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笑
顔
は
幸
せ
の

魔
法
な
の
で
す
！

　

春
は
出
会
い
の
季
節
！　

誰
か
に
出
会
っ

た
時
あ
な
た
は
ど
ん
な
印
象
を
与
え
て
い
る

の
で
し
ょ
う
？

　

鏡
に
あ
な
た
の
顔
を
映
し
て
み
て
く
だ
さ

い
。さ
あ
、ど
ん
な
顔
が
映
っ
て
い
ま
す
か
？

怒
っ
た
顔
？　

し
か
め
っ
面
？　

無
表
情
の

顔
？　

そ
れ
と
も
ニ
コ
ニ
コ
？　

鏡
に
映
っ

た
あ
な
た
の
表
情
が
あ
な
た
の
第
一
印
象
で

あ
り
、
今
の
環
境
、
周
囲
の
人
、
そ
し
て
人

生
そ
の
も
の
を
あ
ら
わ
し
て
い
ま
す
。
あ
な

た
が
変
わ
れ
ば
周
り
も
変
わ
る
。
あ
な
た
が

変
わ
ら
な
い
と
鏡
の
中
の
あ
な
た
も
変
わ
ら

な
い
…
そ
し
て
今
の
状
況
も
変
わ
ら
な
い
の

で
す
。
誰
で
も
生
ま
れ
も
っ
た
「
顔
立
ち
」

を
か
え
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が「
顔
つ
き
」

は
自
分
次
第
で
ど
ん
ど
ん
変
え
て
い
く
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

表
情
筋
と
い
う
言
葉
を
ご
存
知
で
し
ょ
う

か
？　

顔
に
は
30
種
類
以
上
の
筋
肉
が
あ

り
、
そ
れ
ら
が
相
互
に
作
用
し
て
、
人
間
の

表
情
を
作
り
出
し
て
い
ま
す
。こ
の
表
情
筋
、

通
常
の
生
活
に
お
い
て
は
全
体
の
30
％
し
か

使
っ
て
い
ま
せ
ん
。
顔
の
筋
肉
を
使
わ
な
い

と
筋
肉
が
硬
く
な
っ
た
り
、
衰
え
て
顔
の
ハ

リ
や
弾
力
を
な
く
し
、
シ
ワ
や
た
る
み
の
原

因
に
な
り
ま
す
。
会
話
を
す
る
機
会
が
減
っ

て
き
た
り
、
パ
ソ
コ
ン
に
ば
か
り
向
か
っ
て

い
る
と
筋
力
は
ど
ん
ど
ん
衰
え
て
き
ま
す
。

ま
た
人
を
憎
ん
だ
り
い
つ
も
不
満
ば
か
り
抱

え
て
い
る
と
、
顔
つ
き
は
暗
く
、
眉
間
に
シ

ワ
が
よ
っ
て
き
ま
す
。
逆
に
い
つ
も
積
極
的

に
笑
顔
を
作
る
と
、
気
持
ち
も
明
る
く
な
り

心
も
軽
く
な
る
の
で
す
。

　

笑
顔
を
作
れ
ば
嫌
な
こ
と
が
あ
っ
て
も
乗

り
越
え
ら
れ
る
…
こ
の
プ
ラ
ス
思
考
を
実
践

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
私
の
父
親
の
存

在
で
し
た
。

　

い
つ
も
明
る
く
朗
ら
か
な
父
親
が
救
急
車

で
運
ば
れ
た
の
は
15
年
前
の
こ
と
。
病
名
は

脳
梗
塞
で
し
た
。
１
ヶ
月
の
昏
睡
状
態
の
あ

と
は
、
私
の
知
ら
な
い
父
親
に
な
っ
て
い
ま

し
た
。
喋
る
こ
と
が
大
好
き
で
お
酒
を
飲
む

こ
と
が
大
好
き
、
そ
し
て
動
く
こ
と
が
大
好

き
だ
っ
た
父
が
手
足
を
自
由
に
動
か
す
こ
と

も
、
食
べ
る
こ
と
も
し
ゃ
べ
る
こ
と
も
で
き

な
い
姿
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
過
ぎ
て

い
く
日
を
た
だ
毎
日
天
井
を
見
つ
め
続
け

…
。

　

で
も
そ
ん
な
寝
た
き
り
の
状
態
で
一
番
辛

い
は
ず
の
父
親
は
い
つ
も
笑
顔
で
し
た
。
父

AKEMI　FUJISAKI藤崎朱美
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を
鍛
え
る
方
法
で
す
。
笑
筋
は
口
の
両
端
に

伸
び
る
幅
の
広
い
筋
肉
で
口
の
両
端
を
外
側

（
左
右
）
に
伸
ば
す
働
き
を
し
て
い
ま
す
。

①�　

上
下
の
歯
を
軽
く
噛
み
合
わ
せ
唇
を
閉

じ
て
５
秒
・
５
カ
ウ
ン
ト
で
口
角
を
徐
々

に
外
側
へ
と
引
い
て
い
き
ま
す
。

②�　

最
大
に
引
い
た
と
こ
ろ
で
５
秒
キ
ー

プ
。

③�　

５
秒
・
５
カ
ウ
ン
ト
で
元
の
自
然
な
表

情
に
戻
し
て
い
き
ま
す
。

　

①
～
③
の
動
き
を
１
日
５
回
行
い
ま
す
。

　

簡
単
で
し
ょ
う
？　

こ
れ
を
毎
日
続
け
る

こ
と
に
よ
り
自
然
な
笑
顔
が
う
ま
れ
ま
す
。

ち
な
み
に
４
歳
児
が
１
日
に
笑
う
回
数
は

４
０
０
回
、大
人
は
15
回
な
ん
だ
そ
う
で
す
。

　

へ
ら
へ
ら
笑
う
の
は
…
と
抵
抗
を
感
じ
て

い
る
男
性
の
皆
さ
ん
、
笑
顔
こ
そ
が
一
番
強

烈
な
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
な
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
？

　

人
は
幸
せ
だ
か
ら
笑
う
の
で
は
な
い
の
で

す
。

　

幸
せ
に
な
る
た
め
に
笑
う
の
で
す
。

　

楽
し
い
か
ら
笑
う
の
で
は
な
い
の
で
す
。

　

口
角
を
あ
げ
る
か
ら
楽
し
く
な
る
の
で
す
。

　

あ
な
た
が
笑
顔
だ
と
周
り
の
人
は
幸
せ
に

な
り
ま
す
。

　

そ
し
て
何
よ
り
あ
な
た
が
幸
せ
に
な
り
ま

す
。

　

さ
て
も
う
一
度
あ
な
た
に
問
い
か
け
ま

す
。
今
の
あ
な
た
は
ど
ん
な
顔
を
し
て
い
ま

す
か
？

　

鏡
に
映
っ
た
あ
な
た
の
顔
が
あ
な
た
の
こ

れ
か
ら
の
人
生
を
決
め
ま
す
。

院
の
看
護
師
さ
ん
や
看
護
専
門
学
校
あ
る
い

は
デ
イ
ケ
ア
の
職
員
の
方
々
に
表
情
筋
ト

レ
ー
ニ
ン
グ
を
教
え
て
い
ま
す
。
医
療
技
術

は
も
ち
ろ
ん
大
切
だ
け
れ
ど
患
者
さ
ん
の
痛

み
や
、
や
り
場
の
な
い
不
安
、
そ
し
て
家
族

の
苦
し
い
思
い
、
悲
し
み
を
少
し
で
も
や
わ

ら
げ
て
く
れ
る
の
は
医
療
現
場
の
方
の
笑
顔

な
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

で
は
こ
こ
で
皆
さ
ん
に
も
最
高
の
笑
顔
が

作
れ
る
よ
う
に
な
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
１
つ

ご
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。
口
元
か
ら
頬
に
か
か

る
膨
ら
ん
だ
部
分
「
笑
筋
（
し
ょ
う
き
ん
）」

に
と
っ
て
生
き
甲
斐
は
何
だ
っ
た
の
だ
ろ

う
？　

今
で
も
考
え
ま
す
。
た
だ
病
室
で
私

は
、
彼
の
に
っ
こ
り
と
ほ
ほ
え
む
姿
に
勇
気

付
け
ら
れ
励
ま
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
嫌
な
こ

と
が
あ
っ
た
り
泣
き
そ
う
に
な
る
と
い
つ
も

父
親
の
笑
顔
に
助
け
ら
れ
ま
し
た
。
彼
は
１

年
半
前
に
何
も
語
る
こ
と
も
な
く
笑
顔
で
息

を
ひ
き
と
り
ま
し
た
。
笑
顔
は
自
分
だ
け
で

な
く
人
を
幸
せ
に
し
て
く
れ
る
魔
法
の
表
情

だ
と
私
は
思
い
ま
す
。

　

こ
の
経
験
を
活
か
し
現
在
、
笑
顔
の
大
切

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
た
め
愛
媛
県
下
の
各
病

▲いつも口角をあげる習慣をつけています（笑）

▲看護専門学校の生徒さんからの手
紙。生徒さんの声が私の励み！　
とっておきの笑顔で患者さんに接
してほしいと、願いつつ...
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　愛媛県米麦振興協会（会長＝諏訪玄ＪＡ全農
えひめ県本部長）は、３月８日、ウェルピア伊
予で、「えひめ米品質向上推進大会」を開きま
した。大会には、生産者・ＪＡ・行政の関係者
など100人が出席。優良生産者表彰と25年産米
の作付け計画を確認しました。
　25年産米は、15,300haで売れる米づくりに向
けて需要に対応した銘柄別作付けを推進するこ
ととし、①「コシヒカリ」「あきたこまち」「ヒ
ノヒカリ」は主力品種として県内需要に応じた
生産誘導（３品種計12,920ha）を行う、②「愛
のゆめ」は、実需者（販売先）の需要、「松山三井」
「しずく媛」は酒米需要に応じた作付けを行う、
③「にこまる」は、平坦地域を中心にヒノヒカ
リ等で高温により品質低下が顕著に現れている
地域で作付け（計画550ha）―を確認しました。
　また、愛媛県農林水産研究所農業研究部栽培
開発室の西原定照主任研究員が、今年２月18日
付で県の奨励品種に採用された「にこまる」の
品種特性・栽培方法を報告しました。
　「平成24年度愛媛県良質米・麦作・大豆共励
会」表彰式では、良質米「農家の部」で宮内敬
三さん（ＪＡ松山市）が県知事賞、最優秀賞は、
麦作「農家の部」で赤星文人さん（同）、麦作
「集団の部」で川上生産組合（渡部豊代表・同）、
大豆「集団の部」で吉田上生産組合（鈴鹿清重
代表・ＪＡ周桑）が受賞しました。
　また、平成24年度愛媛県農産園芸功労知事表
彰（水田農業部門）も行われました。
　その他の受賞者は次の皆さんです（敬称略・
カッコはＪＡ名・市町名）。

◆良質米共励会【農家の部「コシヒカリ・あき
たこまち部門」】▽優秀賞＝大政昭吉（松山市）、
弓達武明（同）、▽優良賞＝渡部豊（同）、井上
千鶴子（愛媛たいき）【農家の部「ヒノヒカリ・
愛のゆめ部門」】▽優秀賞＝大川泰範（松山市）、
仙波正幸（同）▽優良賞＝渡部寛（同）、大政
憲治（同）
◆麦作共励会【農家の部】▽優秀賞＝渡部幸重
（松山市）、戸田盛豊（周桑）【集団の部】▽優
秀賞＝ていれぎの郷（井門裕昭代表・松山市）、
大・宮麦作集団（芥川繁幸代表・周桑）
◆大豆共励会【農家の部】▽優秀賞＝戸田博明
（周桑）【集団の部】優秀賞＝農事組合法人妙口
原生産組合（赤堀保代表・同）
◆愛媛県農産園芸功労知事表彰
【農業者】三好敬一（西予市）、岡本省三（西条
市）、荻山知良（松山市）、大川泰範（松前町）
【団体】農事組合法人まつぎ（今治市）、吉田上
生産組合（西条市）

　ＪＡ愛媛果樹技術指導員会（宇都宮宗昭会長）
は、３月１日、松山市のＪＡえひめ中央大会議
室で、果樹技術研修会を開きました。
　研修会には、県内ＪＡの果樹技術員のほか県・
果樹研究センター関係者など約60人が出席。あ
いさつした宇都宮会長は、「連年安定生産で次
代につなげる産地づくりを」と呼びかけました。
果樹の24年産の生産総括と25年産の生産対策な
どを協議。みかんの表年となる25年産柑橘は、
樹に応じた剪定、摘蕾、摘果による適正着花（果）
対策で隔年結果を防止するとともに、高品質生
産対策に取り組むことを確認しました。
　なお、ＪＡ愛媛果樹技術指導員会名誉会長賞
表彰が行われ、矢野正高さん（ＪＡにしうわ）、

大出哲也さん（ＪＡえひめ中央・左）が表彰さ
れました。

●「えひめ米品質向上推進大会」

良質米共励会で宮内敬三さんが県知事賞受賞

●ＪＡ愛媛果樹技術指導員会　果樹技術研修会

隔年結果防止と高品質生産対策に取り組む

▲名誉会長賞を受賞した大出さん（左）と矢野さん
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　東温市のＪＡグリーンえひめは、３月８
日～10日、「春の営農フェア」を開きました。
　期間中は日替わりで、家庭菜園や肥料・
資材等の営農相談、土を持ち込んだ方には
無料で土壌分析を実施。花の寄せ植え、ウ
インナーつかみどり、フレッシュ市出荷会
員によるうどんお接待のほか、県内産の牛・
豚肉の特売をはじめ、多数のイベントを行
いました。
　同店では、３月８日から携帯メール会員
（入会無料）の募集を開始。会員には、お店
の旬な情報や会員限定のお得な情報をメー
ルで配信するとともに、来店ポイント20ポ
イントで粗品を進呈します。

●�ＪＡグリーンえひめ「春の営農フェア」

３月８日から携帯メール会員の募集を開始

　愛媛県畜産振興連絡協議会は、２月25日、松
山市内で自民党県連畜産振興議員連盟と「畜産
に関する意見交換会」を開きました。
　意見交換会は、平成13年から毎年行っており
12回目。今回は、県内４畜種（肉牛・養豚・酪
農・養鶏）の生産者組織代表、ＪＡ関係者らが、
県議会議員21人に、TPP参加への反対と畜産経
営安定対策の継続などを要望し、意見交換を行
いました。
　連絡協議会の竹内日出男会長は、「配合飼料
価格の高騰と高止まり、牛肉をはじめとした輸
入増大などで経営は非常に厳しい。畜産経営安
定対策にかかる県助成の継続や制度としての確
立をお願いしたい。またTPPに参加すれば畜産
をはじめとする農業は大打撃を受け、医療・保
険等くらしや消費者への影響も大きい。国民的
議論で阻止していきたい。今後も県議の皆さん
には断固阻止の声をあげ、一緒に活動していた
だきたい」と要望。議員連盟の渡部浩会長は、「畜
産を取巻く環境の厳しさを認識している。様々

な機会を通じて、皆さんの意見を県政や国政に
反映できるよう要望していきたい」と応えました。
　生産者代表からの強い要望に対して、県議か
らは「TPPの問題は食の安全・安心の問題でも
あり、影響は大きい」「一次産業を守っていく、
日本の権益を守っていくという気概を持って、
地方の声を反映していきたい」という意見が出
ていました。

●畜産に関する意見交換会

TPP参加反対と畜産経営安定対策を要望

　ＪＡ全農えひめとコープえひめは、２月
28日、「全農愛媛県本部・コープえひめ提携
促進協議会」を開きました。
　協議会は、平成６年に締結した「協同組
合間提携強化に関する協定」に基づき毎年
開催しており、今回で18回目。会議には、
両組織の幹部と取引のあるＪＡ全農えひめ
グループ会社の社長が出席し、24年度の日
常的な取り組み結果やコープえひめからの
提案・要望も踏まえて、ＪＡ全農えひめグ
ループから事業別に25年度の取り組み提案
を行い、連携強化に向けて協議しました。
　25年度は、日常的な担当者レベルのコミュ
ニケーションや組合員産地見学等交流活動
の強化、産直・県内産をアピールした店舗
の売り場づくりやチラシ、特徴・食べ方を
伝える消費宣伝活動の強化を通じて、両組
織の組合員の期待に応えられるよう連携を
強めていくことを確認しました。
　なお、全農
えひめグルー
プからコープ
えひめへの平
成25年度供給
高は、約13.5
億円を計画し
ています。

●全農愛媛県本部・コープえひめ��提携促進協議会

交流活動や売り場づくりアピールで連携を強化
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　ＪＡ全農えひめ生活資材課は、２月19日、砥
部町の生活センターで、エーコープマーク品の
共同購入担当者研修会を開きました。
　この研修会は、県内で「ＪＡくらしの宅配便」
を導入するにあたって、取り扱う共同購入品・
エーコープマーク品が1,000品目に拡大するた
め、担当者の商品知識の向上を目的に開いたも
の。エーコープマーク品メーカー11社が、参加
したＪＡの生活指導員・女性部事務局・共同購
入受渡担当者30人に、見本市形式で商品説明等
を行いました。
　参加者は、馴染みのなかった商品なども手に
とって、商品特徴のほか、おいしい食べ方や使
い方などの説明を熱心に聞いていました。
　生活資材課では、25年度に「ＪＡくらしの宅

配便」を県内全ＪＡに導入しながら、こうした
見本市形式の研修会を各ＪＡで実施するよう呼
びかけていきます。

●エーコープマーク品共同購入担当者研修会

「ＪＡくらしの宅配便」展開に向け商品研修

　㈱ひめライスは、スポーツを通じて愛媛
のお米「ひめライス」をPRしようと、２月
24日、松山市の県武道館主道場で「第26回
ひめライス杯・南海放送レディス卓球大会」
を開きました。
　この大会は、県内最大規模の女子ダブル
スの大会。19歳から93歳まで、過去最高と
なる209ペア・418人が出場し、レベル別に
５クラスに分かれて熱戦を展開しました。
　最もレベルの高いＡクラスで優勝した塩
崎恵理子・高橋澄香ペア（所属＝結、松山市・
新居浜市）は、「ひめライスが欲しかったの
で、うれしい。来年も連続優勝でお米をも
らいたい」と、副賞のひめライスを手に笑
顔をみせていました。
　同社は、各クラス３位以内の選手に副賞
の無洗米『あらうまい！』10㎏を贈りました。

●�第26回ひめライス杯・南海放送レディス卓球大会

スポーツを通じて愛媛のお米「ひめライス」をPR
　ＪＡえひめアイパックス㈱（本社＝大洲
市）は、２月15日、大洲農業高校で開かれ
た「地元企業の高校内企業説明会」に参加
しました。
　この説明会は、大洲公共職業安定所が高
校生の地元企業への理解促進と職業意識形
成支援を目的に昨年から開催。ＪＡえひめ
アイパックス㈱は昨年に続き参加しました。
　同社の濟川誠社長が、約30分の説明を３
回実施。２年生約60人にＪＡ全農えひめの
グループ会社としての理念・役割、事業方
針・内容を紹介し、生徒は熱心にメモをとっ
ていました。
　同社には、毎年同校卒業生が入社してお
り、こうした取り組みを通じて地元の優秀
な人材確保と地域への貢献に努めていきま
す。

●ＪＡえひめアイパックス㈱

大洲農高で会社概要説明

▲副賞のお米を手に喜ぶＡクラス優勝の塩崎（右）・高橋ペア
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　えひめ愛フード推進機構などは、『ふれ愛・媛
ポーク』など「愛」あるブランド産品のPRと地
産地消の推進をめざし、２月18日、いよてつ髙
島屋で、平成24年度えひめの「食」料理コンクー
ルを開きました。和食・洋食・中華の３部門に
計60人のシェフが、指定食材（和食は『ふれ愛・
媛ポーク』や乾しいたけなど、洋食は「愛」あ
るブランド産品に認定されているＪＡ産品など、
中華は『ふれ愛・媛ポーク』とはだか麦使用の
松山味噌）を使った料理を出品し、技を競いま
した。
　一般消費者を含む審査員が、見た目や味覚、バ
ランス、独創性などを審査し、各賞が決まりました。
入賞作品は、えひめ愛フード推進機構のホームペー
ジで紹介されています。

●生活習慣を改善したい方におすすめ
『POMアシタノカラダみかんジュース』発売！

●えひめ愛フード推進機構
えひめの「食」料理コンクール開催！「愛」あるブランド産品PR

めの商品。お客様にミカン果汁の美味しさとと
もに健康（機能性）をお届けしたい」と力を入
れており、初年度５万ケースの販売を見込んで
います。
　価格は、１ケース（24本入り）3,024円（税込み・
送料別）。詳しくは、㈱えひめ飲料ホームページ
まで。

　㈱えひめ飲料は、３月４日、同社独自の製法
により、ミカン３個分のβクリプトキサンチン
（βCRP）が摂れる「POMアシタノカラダみか
んジュース」を通販限定で発売しました。
　βCRPは、ミカンに多く含まれる機能性成分。
同商品（125㎖紙パック）１本あたり、疫学研究
の結果から生活習慣病になりにくいとされるミ
カン約３個分のβCRP３㎎を含む。１本飲めば
１日に必要とされるβCRPが摂取できます。１
本あたり55キロカロリーと、ミカン１個とほぼ
同じ低カロリーのミカン100％ジュース。
　平成22年から３年間実施された農林水産省実
用技術開発事業「βCRPに着目した柑橘加工副
産物利用による次世代型機能性食品の創出」の
研究成果を活かして開発した商品。βCRP効果
を科学的に確かめる試験に使用されたみかん
ジュースをそのまま商品化しました。
　同社では、「生活習慣を改善したい方におすす

▲�和食部門最優秀賞の「媛ポークと乾
しいたけのはさみ焼　柑橘ソース」
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インフォメーション

おたのしみ市城南店
インフォメーション

おたのしみ市とべ店
●℡／089-956-0620

●営／９：00～20：00

●休／無休

●住／伊予郡砥部町高尾田71　Aコープ城南店内

インフォメーション

ふるさと市
●℡／0892-50-1061

●営／10：00～18：30

●休／日曜

●住／喜多郡内子町寺村1019　Aコープおだ店内

●℡／089-962-2916

●営／９：30～18：30

●休／無休

●住／伊予郡砥部町大南325　Aコープとべ店内

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.148

葉っぱがピーン、ヒゲもシャキッ。野菜が語るこの鮮度
おたのしみ市城南店 ～Ａコープ 城南店～

山里の幸ならおまかせを。小田うどんに新茶もあるよ

ふるさと市 ～Aコープおだ店～

地元の方に愛されつつ、観光客には地元の良さをアピール

おたのしみ市とべ店 ～Aコープとべ店～

　

Ａ
コ
ー
プ
城
南
店
は
地
域
に
密
着
し
、
酒
類
か
ら
衣

料
品
ま
で
そ
ろ
え
る
総
合
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
す
。

そ
の
入
り
口
付
近
約
１
０
０
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
に
多
い
時
に

は
２
０
０
個
の
カ
ゴ
を
並
べ
る
「
お
た
の
し
み
市
城
南

店
」。
旧
砥
部
町
内
と
松
山
市
久
谷
地
区
の
生
産
者
約

１
５
０
名
が
朝
採
れ
新
鮮
野
菜
を
出
品
す
る
直
売
コ
ー

ナ
ー
で
す
。
15
年
ほ
ど
前
に「
出
荷
が
楽
し
い
！
」か
ら
、

「
お
た
の
し
み
市
」
と
命
名
し
て
始
ま
り
ま
し
た
。

　

出
荷
数
量
が
多
い
と
、
お
い
し
い

も
の
も
盛
り
だ
く
さ
ん
で
す
。
春
は

筍
、
ツ
ク
シ
、
ワ
ラ
ビ
な
ど
の
山
菜

も
出
て
き
ま
す
。
夏
は
手
塩
に
か
け

た
梨
や
桃
、
ブ
ド
ウ
、
ハ
ウ
ス
ミ
カ

ン
な
ど
の
果
物
が
次
々
と
、
実
り
の

秋
は
さ
ら
に
多
様
に
、
冬
・
お
歳
暮

に
は
○
○
さ
ん
の
愛
果
28
号
な
ど

指
名
の
箱
買
い
も
。
菌
床
椎
茸
や
餅

は
年
中
絶
え
る
こ
と
な
く
並
ん
で
い

ま
す
。
こ
の
品
数
と
ボ
リ
ュ
ー

ム
は
出
荷
者
の
意
識
の
向
上

に
も
な
り
、
さ
ら
に
良
い
商

品
の
出
荷
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

松山自動車道

33

33
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379

379

★
小田高
★
小田高

★
道の駅ひろた
「峡の館」
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「峡の館」

★松山南高分校★松山南高分校
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SOL-FAオダ
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SOL-FAオダ
スキーゲレンデ
★

小田の郷せせらぎ小田の郷せせらぎ

★★

内子町
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松山市

★★

ふるさと市
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おたのしみ市
とべ店
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★

N
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【ピンポイントmap】 【ピンポイントmap】

敵
野
菜
と
の
遭
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は

買
い
す
ぎ
に
要
注
意
？！

素
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小田高
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小田高
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小田小
★
小田小
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町立小田幼稚園
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町立小田幼稚園
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小田
川

★ふるさと市

中川内科
★

中川内科
★

★砥部病院★砥部病院

ＪＡえひめ中央城南
営農支援センター
★

ＪＡえひめ中央城南
営農支援センター
★

ＪＡえひめ
中央城南会館
★

ＪＡえひめ
中央城南会館
★

Ａコープ城南店Ａコープ城南店

明屋書店★明屋書店★

★
篠﨑歯科
医院
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篠﨑歯科
医院

★
サイクルショップ

かどた
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かどた 高尾田
交差点

↑
至
重
信
橋

★

おたのしみ市
城南店

N
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194

大本　藤夫さん
（Aコープ城南店　青果コーナー主任）

「『おたのしみ市』は当店の集客につ
ながっている自慢のコーナーです。
きれいな野菜ばかりでしょう！　
これからどんどん農産物が出てくる
“おたのしみ”な時期を迎えます」

N 伊予銀行★
砥部支店　
伊予銀行★
砥部支店　

★
ＪＡえひめ
中央砥部支所

★
ＪＡえひめ
中央砥部支所

★砥部町
　商工会館
★砥部町
　商工会館

ＪＡえひめ中央★
Ａコープとべ店　
ＪＡえひめ中央★
Ａコープとべ店　

★坂村真民記念館★坂村真民記念館

★
砥部焼伝統
産業会館

★
砥部焼伝統
産業会館

53

★

おたのしみ市
とべ店

▲�野菜を前に思案する方、わき目を振らず
目的のカゴに一目散に向かう方、求め方
は人それぞれに。開店直後の買い物風景

▲�コの字型で見やすく、求めやすい「おた
のしみ市」

▲�OH！　まるで野菜畑。豊かな
農地が連想される

▲�やさしい花色に思わず手がのびる
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インフォメーション

おたのしみ市城南店
インフォメーション

おたのしみ市とべ店
●℡／089-956-0620

●営／９：00～20：00

●休／無休

●住／伊予郡砥部町高尾田71　Aコープ城南店内

インフォメーション

ふるさと市
●℡／0892-50-1061

●営／10：00～18：30

●休／日曜

●住／喜多郡内子町寺村1019　Aコープおだ店内

●℡／089-962-2916

●営／９：30～18：30

●休／無休

●住／伊予郡砥部町大南325　Aコープとべ店内

ＪＡふるさと自慢

直売所めぐりvol.148

葉っぱがピーン、ヒゲもシャキッ。野菜が語るこの鮮度
おたのしみ市城南店 ～Ａコープ 城南店～

山里の幸ならおまかせを。小田うどんに新茶もあるよ

ふるさと市 ～Aコープおだ店～

地元の方に愛されつつ、観光客には地元の良さをアピール

おたのしみ市とべ店 ～Aコープとべ店～

　
「
ふ
る
さ
と
市
」
は
内
子
町
小

田
地
区
の
野
菜
や
米
、
春
は
山

菜
、
秋
に
は
柿
や
栗
な
ど
、
山

の
幸
も
並
ぶ
広
さ
６
㎡
の
直
売

コ
ー
ナ
ー
で
す
。
平
成
13
年
4

月
に
地
元
・
小
田
の
安
全
な
農

作
物
の
供
給
と
Ａ
コ
ー
プ
お
だ

店
の
活
性
化
を
目
指
し
て
開
設
。

出
荷
会
員
約
30
名
は
Ｊ
Ａ
え
ひ

め
中
央
小
田
ブ
ロ
ッ
ク
女
性
部

の
方
々
な
の
で
、
山
菜
お
こ
わ

や
蒸
し
饅
頭
、
か
き
餅
、
ぜ
ん

ま
い
水
煮
、
雛
祭
り
が
近
づ
け

ば
ひ
な
豆
、
子
ど
も
の
日
に
は

柏
餅
な
ど
、

女
性
目
線
の

惣
菜
や
加
工

品
が
セ
ー
ル

ス
ポ
イ
ン
ト

に
な
っ
て
い

ま
す
。

　

砥
部
町
の
昔
な
が
ら
の

商
店
街
に
あ
る
Ａ
コ
ー
プ

と
べ
店
は
地
域
住
民
が
足

繁
く
通
う
ス
ー
パ
ー
マ
ー

ケ
ッ
ト
で
す
。
産
直
コ
ー

ナ
ー
「
お
た
の
し
み
市
と

べ
店
」
は
地
元
の
安
心
・

安
全
・
新
鮮
な
農
産
物
を

提
供
し
、
も
っ
と
地
域
と

の
か
か
わ
り
を
深
め
よ
う

と
10
年
ほ
ど
前
に
設
け
ら

れ
ま
し
た
。
出
荷
者
は
地

元
砥
部
町
内
の
生
産
者
約

30
名
、
季
節
の
野
菜
や
果

物
を
中
心
に
漬
物
、
乾
物

も
並
び
ま
す
。
周
辺
は
観

光
ス
ポ
ッ
ト
が
並
び
、
観

光
客
が
ふ
ら
り
と
立
ち

寄
っ
て
は
、
砥
部
焼
同
様

に
興
味
深
い
掘
り
出
し
も

4

4

4

4

4

の4

を
見
つ
け
た
り
、
な
か

に
は
柑
橘
の
箱

買
い
・
宅
配
注
文
が
入
り
生
産
者
に
連
絡
を
と
っ
た
り
と
、
約

６
㎡
の
ス
ペ
ー
ス
は
中
身
の
濃
い
コ
ー
ナ
ー
に
な
っ
て
い
ま
す
。

野
菜
が
新
鮮
だ
と

“
毎
日
買
い
”も
楽
し
い

懐
か
し
い
味
に

出
会
え
そ
う

松岡　里美さん
（Aコープおだ店　従業員）

「地元・小田でつくった醤油や味噌、ひ
しおなどもご一緒にいかがですか。小
田の食卓が楽しめますよ」

▲�つやつや、やわらかい手づくり
柏餅

▲�原木シイタケ。大きさや形が
様々なのもご愛嬌で

▲�のどかでほのぼの、「ふるさ
と市」

▲�手づくり加工品を前に「今日は蒸し饅
頭を買いに来たのよ」「私はひな豆にし
ましょう」と楽しい会話の花が咲く

▲�正面のドアが開けば青いカゴの「おたのしみ
市」が目に飛び込んでくる ▲�一人の生産者のカゴの中。春

菊、ナス、ホウレンソウ、柑
橘と、ぎっしり

宮本　忠浩さん
（Aコープとべ店　店長）

「観光客にも求められる柑橘もはるみ、八朔、
レモン、カボスまで多品種ありますよ」
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R E A D E R S 通 信

編 集 後 記
今月の
クイズ

皆
様
は
大
変
幸
せ
で
す
ね
。
笑
う
門
に
は
福
き
た
る
、

ま
さ
に
そ
の
通
り
愛
媛
の
酒
を
活
性
化
さ
せ
て
仲
間
を

減
ら
す
こ
と
な
く
前
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　

何
事
も
個
人
情
報
は
守
ら
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
っ

て
い
ま
す
が
、「
リ
ー
ダ
ー
ズ
通
信
」
＝
読
者
の
ペ
ー

ジ
に
な
ぜ
住
所
を
書
い
て
は
い
け
な
い
の
で
す
か
。
住

所
が
わ
か
れ
ば
、
い
ろ
い
ろ
と
連
絡
し
た
り
教
え
て
い

た
だ
い
た
り
で
き
る
ん
だ
け
ど
、
そ
ん
な
こ
と
で
き
ま

せ
ん
か
？

	
	

（
西
条
市
・
高
橋　

千
代
美
さ
ん
）

★
編
集
部
よ
り
…
読
者
か
ら
の
ハ
ガ
キ
は
、
ハ
ガ
キ
の
キ

リ
ト
リ
線
の
外
枠
に
記
載
し
て
い
る
と
お
り
、
法
令
を

遵
守
し
適
切
に
取
り
扱
っ
て
い
ま
す
。
住
所
の
詳
細
を

入
れ
て
し
ま
う
と
、
第
三
者
に
開
示
す
る
こ
と
に
な
る

た
め
、
従
来
ど
お
り
市
町
ま
で
の
表
記
に
と
ど
め
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
エ
ッ
セ
ー
「
酒
造
り
人
生
の
中
で
」
で
、
酒
造
り
の
内

容
が
良
か
っ
た
で
す
。
な
ん
で
も
Ｂ
Ｏ
Ｘ
の
㈲
菊
間
仙

高
牧
場
、
ニ
ュ
ー
ス
の
社
会
貢
献
活
動
や
が
ん
ば
れ
受

験
生
な
ど
Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
の
活
動
が
よ
く
わ
か
り
ま

し
た
。

　

季
節
の
野
菜
・
果
物
を
利
用
し
た
料
理
の
レ
シ
ピ
や
ス

イ
ー
ツ
な
ど
お
菓
子
作
り
の
情
報
な
ど
を
特
集
し
て
欲

し
い
で
す
。
安
倍
政
権
が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
へ
の
参
加
を
表

明
し
、
地
方
で
反
対
意
見
が
多
い
が
、
こ
う
な
れ
ば
農

業
へ
の
影
響
は
大
き
く
な
る
と
い
う
具
体
的
な
内
容
を

生
産
者
や
消
費
者
、
一
般
企
業
に
も
わ
か
る
よ
う
な
説

明
資
料
を
特
集
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

	
	

（
今
治
市
・
渡
部　

美
保
子
さ
ん
）

●
直
売
所
め
ぐ
り
を
い
つ
も
楽
し
く
読
ん
で
い
ま
す
。
ど

こ
の
直
売
所
も
農
産
物
が
新
鮮
で
、
安
心
・
安
全
な
の

は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
の
人
気
商
品
も
わ
か

る
の
で
、
あ
ち
こ
ち
行
っ
て
み
た
い
で
す
。

	
	

（
西
条
市
・
瀬
川　

憲
子
さ
ん
）

●
ニ
ュ
ー
ス
は
い
ろ
い
ろ
な
情
報
が
わ
か
っ
て
楽
し
い
。

特
に
受
験
シ
ー
ズ
ン
な
の
で
「
愛
媛
い
よ
か
ん
＝
い
い

予
感
」
の
取
組
み
が
良
か
っ
た
。
伊
予
柑
の
生
産
者
が

少
な
く
な
っ
た
と
聞
き
、
淋
し
い
で
す
。

　

農
を
担
っ
て
い
る
青
年
、
女
性
部
や
生
産
者
の
活
動
な

ど
聞
き
た
い
（
見
た
い
）
も
の
で
す
。

	
	

（
今
治
市
・
柳
原　

礒
美
さ
ん
）

●
２
月
号
特
集
を
読
ん
で
。
私
た
ち
の
住
む
南
予
地
域
で

は
、
第
一
次
産
業
の
低
迷
が
叫
ば
れ
て
い
ま
す
が
、
Ｔ

Ａ
Ｃ
の
よ
う
に
攻
め
る
営
農
指
導
も
こ
れ
か
ら
重
要
な

の
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

県
内
大
規
模
農
家
の
特
集
を
し
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

	
	

（
宇
和
島
市
・
安
岡　

崇
徳
さ
ん
）

●
Ｔ
Ａ
Ｃ
の
活
動
を
初
め
て
知
り
ま
し
た
。
産
地
の
活
性

化
や
今
後
の
農
業
に
と
っ
て
も
頼
も
し
い
存
在
で
あ
っ

て
欲
し
い
で
す
。

　

今
、
い
ろ
ん
な
種
類
の
ミ
カ
ン
が
あ
る
の
で
、
ミ
カ
ン

特
集
で
紹
介
し
て
欲
し
い
で
す
。

	
	

（
松
山
市
・
瀬
村　

美
緒
さ
ん
）

●
Ｔ
Ａ
Ｃ
活
動
の
特
集
記
事
は
、
あ
ま
り
聞
い
た
こ
と
が

な
い
の
で
、
興
味
が
あ
り
、
よ
く
わ
か
り
ま
し
た
。
今

後
一
層
の
普
及
活
動
に
つ
と
め
て
い
た
だ
い
て
、
地
域

農
業
発
展
に
寄
与
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

昨
年
末
か
ら
雨
が
多
く
て
麦
ま
き
に
大
変
苦
労
し
、
今

年
の
１
月
に
種
ま
き
が
で
き
て
、
よ
う
や
く
芽
が
出
て

き
ま
し
た
が
、
今
年
は
収
穫
が
で
き
る
か
ど
う
か
心
配

で
す
。

	
	

（
松
前
町
・
福
島　

和
子
さ
ん
）

●
農
の
風
景
を
読
ん
で
。「
甘
平
」
が
愛
媛
オ
リ
ジ
ナ
ル

品
種
だ
と
最
近
知
り
ま
し
た
、「
紅
ま
ど
ん
な
」
は
と

て
も
美
味
し
い
し
、「
甘
平
」
も
大
好
き
で
す
。
す
ば

ら
し
い
品
種
が
２
つ
も
愛
媛
オ
リ
ジ
ナ
ル
だ
と
い
う
の

は
、
と
て
も
誇
ら
し
く
思
い
ま
す
。
生
産
者
さ
ん
の
努

力
の
賜
物
で
す
ネ
。

　

家
の
庭
に
ブ
ル
ー
ベ
リ
ー
を
植
え
て
い
る
の
で
す
が
、

な
か
な
か
成
長
し
て
く
れ
な
い
の
で
、
育
て
方
を
教
え

て
い
た
だ
け
た
ら
う
れ
し
い
で
す
。

	
	

（
松
山
市
・
福
田　

し
の
ぶ
さ
ん
）

●
ふ
る
さ
と
エ
ッ
セ
ー
、
な
ん
て
素
晴
ら
し
い
人
た
ち
ば

か
り
で
し
ょ
う
。
読
ん
で
い
る
う
ち
に
胸
が
一
杯
に
な

り
、
ど
ん
な
方
も
日
々
努
力
し
研
究
し
続
け
て
い
る
ん

だ
な
あ
。
愛
媛
県
で
酒
造
会
社
が
46
社
も
あ
る
と
の
こ

と
で
驚
き
で
す
。
酒
造
り
は
１
人
で
は
で
き
ず
、
微
生

物
の
働
き
と
チ
ー
ム
ワ
ー
ク
に
よ
る
も
の
と
か
。
和
醸

良
酒
＝
調
和
の
と
れ
た
笑
顔
の
耐
え
な
い
職
場
環
境
が

味
に
も
反
映
さ
れ
、
良
い
味
を
醸
し
出
す
。
一
番
の
仕

事
は
ス
タ
ッ
フ
に
気
持
ち
よ
く
働
い
て
も
ら
う
こ
と
、

と
あ
り
ま
し
た
が
、
こ
ん
な
社
長
の
下
で
働
い
て
い
る

ク
イ
ズ
に
正
解
し
た
方
の
中

か
ら
抽
選
で
、
図
書
カ
ー
ド

１
、０
０
０
円
分
を
10
名
様
に
さ
し
あ
げ
ま
す
。

プ
レ
ゼ
ン
ト

２
月
号
の
答
え
は
「
Ｔ
Ａ
Ｃ
」
で
し
た
。

た
く
さ
ん
の
お
便
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

厳
正
な
抽
選
の
結
果
、
次
の
10
人
の
方
に
図
書
カ
ー
ド
１
、０
０
０
円

分
を
お
送
り
し
ま
す
。

上
甲　

千
恵
さ
ん
（
鬼
北
町
）　　

福
島　

和
子
さ
ん
（
松
前
町
）

星
加　

友
之
さ
ん
（
西
条
市
）　　

宇
都
宮
明
美
さ
ん
（
大
洲
市
）

中
野　

啓
子
さ
ん
（
松
山
市
）　　

米
花
佐
智
子
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

沖
中
さ
わ
え
さ
ん
（
大
洲
市
）　　

曽
根
知
佐
土
さ
ん
（
四
国
中
央
市
）

伊
賀　

俊
光
さ
ん
（
東
温
市
）　　

平
家　

祥
照
さ
ん
（
八
幡
浜
市
）

当
選
者
発
表

締　

切　

り

平
成
25
年
５
月
15
日
（
当
日
消
印
有
効
）

発　
　
　

表
「
あ
ぐ
り
〜
ど
」
６
月
号
で
発
表
し
ま
す
。

折
り
込
み
ハ
ガ
キ
に
ク
イ
ズ
の

答
え
と
本
誌
に
対
す
る
ご
意

見
・
感
想
な
ど
を
お
書
き
添
え
の
上
、
ご
郵
送
く
だ
さ
い
。

応
募
方
法★３月15日、安倍首相がTPP交

渉参加を表明しました。政府
の試算では、関税撤廃による
農林水産業への影響は、生産
額が年間３兆円の減少。食料
自給率は、カロリーベース平
成23年度の39％から27％程度
に低下すると試算されていま
す。ＪＡグループは、食やく
らし、命を守るため、TPP参
加断固反対の運動を進めるこ
とにしています。「攻め」だ
けではなく、「守るべきもの
は守る」ことも必要ではない
でしょうか。
	 	 （正直）

Ｊ
Ａ
全
農
え
ひ
め
で
は
、
柑
橘
の
消
費
拡
大
を
め
ざ

し
「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
を
バ
レ
ン
タ
イ
ン
、
ホ
ワ
イ

ト
デ
ー
に
続
く
記
念
日
と
し
て
定
着
さ
せ
る
取
り
組

み
を
進
め
て
い
ま
す
。「
オ
レ
ン
ジ
デ
ー
」
は
何
月
何

日
で
し
ょ
う
か
？ 

「
○
月
○
日
」
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〈材料・４人分〉　　※1人あたり約533kcal
米	 ３合
はだか麦	 50ｇ
水	 750cc
魚の干物	 ２尾
ダシ	 ３カップ
麦味噌	 大さじ４
ナス	 1/2本
キュウリ	 1/2本
塩	 少々
紅生姜	 適量

〈作り方〉
①　キャベツはざく切りにし、豚バラ肉は４㎝幅
に切る。厚揚げは１㎝の厚さに切り、熱湯をか
けて水気を切る。ピーマンはヘタと種を除き短
冊切り、シイタケは石づきを取り、半分に切る。
②　Ⓐの調味料を合わせておく。
③　フライパンにゴマ油を熱し、豚肉を炒め、色
が変われば①の野菜類を炒めて②を絡める。

キャベツと豚バラの味噌麹ホイコーロー 冷汁風サバの味噌トマト煮

〈作り方〉
①　サバは皮目に切り込みを入れ、さっと熱湯を
かけておく。

②　鍋に水、酒と生姜の薄切りを入れて沸かし、
煮立てば①を入れ、味噌を煮汁で溶き加える。

③　トマトの水煮を加え、醤油と砂糖で味を調え、
火を止める。

※新じゃが、スナップエンドウなどを加えてもよ
い（写真は３㎝の長さの塩茹でインゲンと、粉
ふき芋を添える）。

〈作り方〉
①　米は洗って水気を切り、はだか麦を加え、分
量の水で炊く。炊き上がれば混ぜておく。

②　干物は焼いて身をほぐす。ナスとキュウリは
半月の薄切りにし、塩で揉んで水気を絞る。

③　ダシに味噌を溶き、②を加え、冷やしておく。
炊き立てのご飯にかけて紅生姜を盛る。

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約214kcal
キャベツ	 ４枚
豚バラ肉（薄切）	 80ｇ
厚揚げ	 120ｇ
ピーマン	 １個
シイタケ	 ２個
　麦味噌	 大さじ３
　塩麹	 大さじ２
　砂糖	 大さじ２
　豆板醤	 好みで
ゴマ油	 大さじ１

〈材料・４人分〉　　※1人あたり約179kcal
サバ	 ４切
生姜	 １かけ
水	 1/2カップ
酒	 1/2カップ
麦味噌	 大さじ３
トマト水煮	 １カップ
醤油	 少々
砂糖	 少々

指導／学校法人愛媛学園　（愛媛調理製菓専門学校）大西　望先生

▲

（
左
）
サ
バ
の
味
噌
ト
マ
ト
煮
、（
右
後
）
キ
ャ
ベ
ツ
と
豚
バ
ラ
の
味
噌
麹
ホ
イ

コ
ー
ロ
ー 

、（
右
下
）
冷
汁
風

Ⓐ

①国産のなつみかん・ゆず・りんご果汁を使用しています。

②香り豊かな｢ゆず｣、甘酸っぱさとコクのある｢りんご｣、ほろ苦さ
が心地よい｢なつみかん｣それぞれの特長が活かせるようバランス
よくブレンドしています。

③豊かな香りとやさしい甘みで、すっきり飲みやすい味わいです。

④散歩や行楽にお出かけのときなどにぜひお試しください。

『３つの国産果実をおいしくブレンドしました。』

〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com
〒791-8603　松山市安城寺町478番地　TEL：089-923-1500　FAX：089-924-0304
http://www.ehime-inryo.co.jp　（通販専用）http://www.pom-j.com

POM 日本の果実－ゆず・りんご・なつみかん－
好評発売中（500mlペット）
POM 日本の果実－ゆず・りんご・なつみかん－
好評発売中（500mlペット）
POM 日本の果実－ゆず・りんご・なつみかん－
好評発売中（500mlペット）

【果汁10％／希望小売価格140円（税抜）】

麦がもつ独特の風味と香りは
素朴で懐かしいふるさとの味

今月の素材

麦味噌

NOW NOWCOOKING
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この冊子は再生紙を使用しています。

環境に配慮した植物油インキ
を使用しています。




